
成
豊
初
年
に
『
夷
鼠
聞
記
』

と

『
海
国
四
説
』
を
読
む

i
南
京
条
約
後
、
襖
門
か
ら
無
心
へ
の
「
西
人
」
の
移
動
が
意
味
す
る
こ
と

寸率

尾

進

成豊初年に『夷筑聞記』と郡海国四説』を読む（村尾）

【
要
約
】
　
一
九
世
紀
前
半
の
広
州
地
域
社
会
に
お
け
る
有
力
な
指
導
者
梁
廷
栴
は
、
著
名
な
魏
源
の
『
夷
遠
征
撫
記
』
と
『
海
国
図
志
蜘
に
対
す
る
批
判

を
念
頭
に
、
『
夷
鼠
聞
記
舳
と
『
海
国
四
説
臨
と
い
う
二
つ
の
著
作
を
、
広
州
入
城
闘
争
「
勝
利
」
後
の
成
豊
初
年
に
刊
行
し
た
。
『
夷
鼠
聞
営
門
は
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
カ
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
カ
オ

ヘ
ン
戦
争
の
本
質
が
清
朝
政
府
に
よ
っ
て
玉
城
広
州
と
三
門
の
間
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
「
間
」
の
消
滅
、
す
な
わ
ち
直
門
か
ら
省
城
広
州
へ
の
外
国
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

空
間
的
移
動
の
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
一
方
、
呪
海
国
四
二
騙
は
、
こ
の
「
問
」
が
消
滅
し
た
と
き
に
生
ず
る
、
紳
士
層
・
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
カ
オ

子
相
互
に
と
っ
て
の
死
活
問
題
を
、
紳
士
層
の
側
か
ら
論
じ
て
い
た
。
梁
経
蔵
の
視
点
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
と
そ
れ
に
続
く
ア
ロ
ー
戦
争
が
、
宮
門
か
ら
省

城
広
州
（
入
城
）
、
省
城
広
州
か
ら
北
京
城
（
駐
京
）
、
天
子
の
身
体
（
三
見
）
へ
と
迫
っ
て
い
く
外
国
人
の
空
間
的
移
動
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
天
子
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
、
す
な
わ
ち
「
互
市
」
に
よ
る
「
朝
貢
」
の
侵
犯
と
い
う
、
同
質
か
つ
連
続
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
七
巻
［
号
　
二
〇
㎜
四
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
～
九
世
紀
後
半
の
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
毒
心
の
『
聖
下
記
』
『
海
国
図
志
』
の
刊
本
の
多
さ
は
際
立
っ
て
い
る
。
前
者
が
今
日
の
清
朝
通

史
の
骨
組
み
を
作
り
、
そ
の
一
部
で
あ
る
『
道
光
洋
艘
懸
賞
記
』
が
、
繋
道
光
）
簿
辮
経
距
始
末
厩
と
と
も
に
、
ア
ヘ
ン
戦
争
に
対
す
る
我
々

の
視
角
を
規
定
し
て
き
た
の
に
対
し
、
後
者
は
フ
ラ
ッ
ト
な
世
界
観
と
「
夷
の
長
技
を
師
と
し
以
て
夷
を
制
す
」
と
い
う
著
名
な
一
句
に
よ
っ
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て
、
現
在
の
我
々
が
疑
っ
て
も
み
よ
う
と
し
な
い
視
角
を
い
ち
早
く
提
供
し
て
い
る
。

　
同
時
代
の
広
州
学
海
堂
の
知
識
人
た
ち
は
、
幽
翠
を
強
く
意
識
し
て
い
た
。
『
海
国
図
志
』
五
〇
巻
本
を
魏
源
か
ら
贈
ら
れ
た
旧
友
張
維
屏

①は
、
後
に
「
黙
深
（
魏
源
の
字
）
は
学
問
が
広
く
か
つ
深
く
、
才
気
換
発
、
人
柄
は
傲
岸
で
、
目
中
に
人
無
き
が
如
く
で
あ
る
。
未
刊
の
著
作

が
は
な
は
だ
多
く
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
た
『
聖
武
平
』
『
海
国
雄
志
臨
『
皇
朝
経
世
文
編
触
な
ど
は
、
み
な
国
中
で
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
詩
文
は
光
彩
陸
離
、
紙
上
の
字
句
は
み
な
意
気
軒
昂
、
ま
こ
と
に
一
代
の
奇
才
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
張
維
屏
と
と
も
に
学
海
堂
の
学
長
を

勤
め
た
時
々
は
ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
「
夷
を
以
て
夷
を
攻
む
」
と
い
う
魏
源
の
主
張
と
、
戦
争
の
勃
発
は
ア
ヘ
ン
強
制
緻
出
の
せ
い
で
は
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
う
断
定
に
対
し
、
伝
聞
を
侍
ん
で
兵
事
を
軽
々
し
く
論
じ
て
は
な
ら
な
い
、
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

　
魏
々
の
『
聖
藁
葺
』
と
『
海
国
図
志
隔
を
最
も
意
識
し
巧
妙
に
反
駁
し
た
の
は
、
陳
澄
と
同
じ
年
に
学
長
に
就
任
し
た
当
量
栴
で
あ
っ
た
。

そ
の
『
海
国
四
説
』
、
と
り
わ
け
「
繭
需
偶
説
」
は
、
『
海
国
図
志
蜘
中
の
「
四
国
志
」
部
分
を
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
援
用
し
つ
つ
、
一
方
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

『
海
国
図
心
』
中
の
事
実
関
係
の
矛
盾
を
指
摘
し
そ
の
雑
駁
さ
を
印
象
づ
け
る
、
と
い
う
手
の
込
ん
だ
仕
掛
け
を
凝
ら
し
て
い
る
。
ま
た
『
海

国
四
二
隔
『
夷
鼠
聞
記
』
と
い
う
書
名
そ
の
も
の
が
、
こ
れ
ら
を
手
に
取
っ
た
同
時
代
の
読
者
が
た
だ
ち
に
魏
源
の
『
海
国
図
志
』
と
『
夷
隅

　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

征
下
記
励
（
『
道
光
洋
艘
征
撫
記
』
の
原
題
。
抄
本
と
し
て
広
く
流
通
し
て
い
た
。
）
を
想
起
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
書
名
と
し
て
よ
く

使
わ
れ
る
「
記
聞
（
聞
く
を
記
す
）
」
（
た
と
え
ば
『
遺
史
記
聞
』
な
ど
）
の
二
文
字
を
、
明
ら
か
に
不
自
然
な
「
聞
記
（
記
す
を
聞
く
）
」
に
転
倒
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

せ
て
い
る
の
は
、
最
初
と
最
後
の
一
文
字
を
共
通
さ
せ
る
こ
と
で
、
『
夷
艘
征
撫
記
』
と
の
対
応
を
確
実
に
印
象
付
け
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
「
無
名
氏
」
の
抄
本
と
し
て
流
布
し
た
『
夷
熱
型
撫
記
隔
に
な
ら
っ
て
、
『
夷
氣
聞
記
』
も
著
者
名
・
刊
行
年
な
ど
の
情
報
を
す
べ
て
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ぎ
落
と
し
、
刊
本
で
あ
り
な
が
ら
抄
本
の
よ
う
な
体
裁
に
近
づ
け
、
ま
た
『
夷
虚
勢
撫
記
彫
上
下
巻
そ
れ
ぞ
れ
の
末
尾
が
「
論
に
曰
く
」
で
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ば
れ
て
い
る
の
に
合
わ
せ
て
、
『
黒
鼠
聞
記
輪
巻
末
に
も
同
じ
く
「
論
に
曰
く
」
を
配
置
す
る
、
と
い
う
念
の
入
れ
よ
う
で
あ
る
。

　
態
勢
栴
の
『
夷
奏
聞
記
』
と
『
海
国
四
悪
』
は
、
刊
行
年
に
お
い
て
わ
ず
か
に
先
立
つ
魏
源
の
著
作
を
意
識
、
批
判
し
て
い
る
i
従
来
、

こ
の
瞭
然
た
る
事
実
さ
え
見
逃
さ
れ
、
前
者
は
『
道
光
洋
艘
征
登
記
隔
と
は
や
や
趣
を
異
に
し
た
ア
ヘ
ン
戦
争
一
次
史
料
と
し
て
、
ま
た
後
者
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成翌初年に解夷景聞記」とぎ海国四説』を読む（村尾）

は
『
海
国
尊
志
』
と
性
質
を
同
じ
く
す
る
次
善
の
著
作
と
し
て
し
か
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
お
そ
ら
く
広
州
入
城
闘
争
「
勝

利
」
後
の
国
璽
初
年
（
一
八
五
〇
年
代
初
期
）
に
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
夷
鼠
聞
記
隔
『
海
国
四
説
』
の
両
書
（
『
海
国
四
説
』
は
重

　
⑨
刊
）
が
、
緊
密
に
呼
応
し
完
結
し
た
主
張
　
　
ア
ヘ
ン
戦
争
の
本
質
は
ア
ヘ
ン
の
問
題
に
は
な
く
、
外
国
人
（
「
西
人
」
）
の
移
動
に
と
も
な
う

　
　
　
　
　
　
マ
カ
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

省
城
広
州
・
漢
門
間
の
「
間
」
の
消
滅
の
問
題
で
あ
る
一
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
。
乾
隆
二
四
（
一
七
五
九
）

年
か
ら
道
光
二
二
（
一
八
四
二
）
年
の
南
京
条
約
ま
で
の
聞
、
朝
貢
（
シ
ャ
ム
）
・
外
国
貿
易
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
東
イ
ン
ド
会
社
船
・
ア
メ
リ
カ
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
カ
オ

船
・
イ
ン
ド
か
ら
の
地
方
貿
易
船
）
・
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
三
つ
の
対
外
的
要
素
を
有
機
的
に
配
置
し
た
、
省
城
広
州
と
懊
門
を
双
焦
点
と
す
る
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
カ
オ

散
的
な
空
問
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。
宣
教
師
と
外
国
商
人
を
右
書
に
排
除
す
る
こ
と
で
、
漢
人
知
識
人
た
ち
は
自
己
の
儒
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
（
宣
教
師
た
ち
は
祖
先
祭
祀
を
攻
撃
し
て
い
た
）
と
自
己
認
識
・
世
界
観
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
他
方
、
天
子
の
方
も
、
邑
城
に
唯
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

残
さ
れ
た
シ
ャ
ム
使
節
の
朝
貢
儀
礼
に
よ
っ
て
、
徳
の
「
光
（
広
）
被
」
と
い
う
天
子
に
不
可
欠
な
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
、
漢
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
マ
カ
オ

の
知
識
人
た
ち
に
確
認
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
（
満
人
で
あ
る
清
朝
の
天
子
た
ち
は
、
と
り
わ
け
こ
れ
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た
）
。
省
城
と
漢
門
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

間
の
距
離
は
、
漢
人
知
識
人
と
天
子
の
間
の
互
恵
的
な
「
取
引
」
と
し
て
、
省
城
広
州
の
側
か
ら
し
つ
ら
え
ら
れ
た
「
問
」
に
ほ
か
な
ら
な
か

　
　
　
　
　
　
⑫

つ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
論
文
の
目
的
は
、
『
夷
叡
聞
記
隔
『
海
国
四
説
』
両
君
を
隅
々
ま
で
丁
寧
に
読
み
解
く
こ
と
で
、
広
州
入
城
闘
争
「
勝
利
」
後
、
威
豊
初

年
に
お
け
る
梁
廷
栴
の
述
作
の
意
図
と
、
同
時
代
の
読
者
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
關
明
し
、
そ
れ
が
続
く
ア
ロ
ー
戦
争
（
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦

争
）
時
期
中
国
の
政
治
過
程
を
眺
望
し
、
二
つ
の
「
ア
ヘ
ン
戦
争
」
の
連
続
性
を
見
出
す
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
を
示
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。

①
張
半
価
門
蛮
地
集
㎞
巻
三
「
魏
黙
深
進
士
源
来
書
、
以
所
著
海
国
図
志
見
寄
、

　
賦
此
奉
答
、
即
題
巻
端
」
。

②
張
維
屏
『
談
芸
録
』
巻
上
「
薬
理
扁
。

③
陳
淺
『
東
塾
集
㎞
巻
二
「
書
海
国
図
志
後
景
張
南
山
先
生
」
。

④
村
尾
進
「
梁
廷
構
と
『
海
国
経
説
』
i
魏
源
と
『
海
国
図
工
』
を
意
識
し
な

　
が
ら
」
（
『
中
国
－
社
会
と
文
化
』
第
二
号
一
九
八
七
年
）
一
六
七
～
一
六
八

　
頁
。

⑤
夏
剣
欽
・
熊
焔
隅
魏
源
研
究
著
作
述
要
㎞
（
湖
南
大
学
出
版
社
二
〇
〇
九
年
）

　
八
四
～
九
一
頁
。
出
廷
栴
は
魍
夷
艘
征
書
記
㎞
を
読
み
、
そ
れ
が
魏
源
の
著
作
で

　
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
た
。
魍
夷
筑
聞
記
㎞
（
申
緯
書
局
一
九
八
五
年
）
一
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＝
二
頁
。

⑥
こ
の
こ
と
は
福
岡
万
里
子
氏
に
搬
摘
さ
れ
た
。
な
お
『
夷
講
聞
記
㎞
の
抄
本
を

　
入
手
し
た
孟
森
は
、
「
聞
記
」
の
二
文
字
を
、
抄
写
の
過
程
で
生
じ
た
意
味
を
成

　
さ
な
い
転
倒
だ
と
考
え
、
書
名
を
『
電
子
記
聞
』
に
変
更
し
て
排
印
・
刊
行
し
た
。

　
咽
夷
猟
記
聞
㎞
（
国
立
北
平
研
究
院
史
学
研
究
会
歴
史
組
一
九
三
七
年
）
孟
森

　
門
夷
気
記
聞
」
賊
。

⑦
『
田
猟
聞
記
』
五
巻
の
刊
本
は
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
を
影
印
し
た
も
の
が
、

　
『
続
修
四
庫
全
書
』
四
四
五
・
史
部
・
雑
史
類
（
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
五

　
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
国
家
図
書
館
蔵
本
（
五
冊
）
に
本
来
備
わ
っ

　
て
い
る
各
巻
の
封
面
（
「
爽
猟
聞
記
巻
○
」
と
の
み
題
署
さ
れ
て
い
る
）
が
カ
ッ

　
ト
さ
れ
て
い
る
。

⑧
抄
本
哩
夷
艘
征
撫
記
㎞
は
、
『
夷
艘
入
冠
記
』
『
夷
艘
冠
海
記
輪
魍
夷
舶
毯
海
記
㎞

　
四
英
夷
入
興
記
』
噸
英
入
撰
冠
記
』
な
ど
の
タ
イ
ト
ル
で
も
流
通
し
て
い
た
。
前

　
掲
『
魏
源
研
究
著
作
述
要
㎞
八
四
頁
。
た
と
え
ば
『
夷
念
入
冠
記
』
の
体
裁
・
内

　
容
は
、
前
掲
『
続
修
出
庫
全
轡
』
四
四
五
収
録
の
影
印
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
。

⑨
『
地
鼠
聞
記
㎞
『
海
国
四
丁
㎞
玉
書
の
刊
行
時
期
、
お
よ
び
『
海
国
四
説
㎞
道

　
光
・
成
豊
両
刊
本
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
中
合
聞
記
』
門
校
注
夷
旧
聞
記

　
序
」
二
頁
・
註
①
、
お
よ
び
『
海
国
四
説
』
（
中
華
書
局
一
九
九
三
年
）
「
前
言
」

　
四
頁
を
参
照
。

⑩
省
城
広
州
に
お
け
る
シ
ャ
ム
の
使
節
の
朝
貢
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
村
尾
進
「
懐

　
遠
騨
」
（
『
中
国
文
化
研
究
』
第
～
六
号
一
九
九
九
年
）
」
参
照
。

⑪
『
大
義
覚
迷
録
』
1
漢
人
の
知
識
人
に
対
し
て
、
経
書
そ
の
も
の
の
典
拠
と

　
論
理
に
即
し
、
問
題
を
天
命
を
享
け
た
天
子
の
徳
の
大
小
に
収
製
す
る
こ
と
に
よ

　
っ
て
「
華
夷
の
携
」
を
否
定
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
ー
は
、
清

　
朝
の
天
子
の
徳
が
「
光
被
偏
し
た
結
果
、
「
中
外
～
統
」
が
実
現
す
れ
ば
、
「
華
夷

　
構
外
」
を
分
け
る
こ
と
自
体
が
無
意
味
と
な
る
、
と
幾
度
も
強
調
し
て
い
る
。
村

　
尾
進
「
乾
隆
己
卯
一
都
市
広
州
と
漢
門
が
つ
く
る
辺
彊
1
」
（
州
東
洋
史
研

　
究
』
第
六
五
巻
第
四
号
二
〇
〇
七
年
）
六
四
頁
、
七
一
頁
～
七
二
頁
・
注
⑪
参

　
照
。

　
　
　
　
　
ま

⑫
こ
の
「
間
」
の
形
成
と
危
機
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
尊
爵
村
尾
進
「
乾

　
隆
己
卯
一
都
市
広
州
と
演
門
が
つ
く
る
竪
堀
1
」
、
同
「
「
特
に
一
所
を
設
け

　
て
」
一
意
石
帯
総
兵
袋
綴
の
奏
摺
と
長
崎
・
広
州
1
」
（
隅
中
国
文
化
研
究
㎞

　
第
二
九
号
二
〇
一
三
年
）
、
同
門
港
市
を
離
散
化
す
る
1
懐
遠
駅
・
十
三
行
・

　
漢
門
i
」
（
『
上
国
文
化
研
究
』
第
二
五
号
二
〇
〇
九
年
間
、
同
門
広
州
と
湊
門

　
の
「
問
」
漏
（
咽
ア
ジ
ア
史
学
論
集
臨
第
三
号
二
〇
～
○
年
）
。
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一、

w
夷
筑
聞
記
蜘
を
読
む

㈱
巻

刊
本
『
遠
軽
聞
記
』
を
手
に
し
た
読
者
は
、
ま
ず
第
一
冊
封
面
に
記
さ
れ
た
「
夷
鼠
聞
記
巻
一
」
の
文
字
と
、
著
者
名
・
刊
行
年
な
ど
｝
切

の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
な
い
体
裁
に
、
魏
源
の
抄
本
『
夷
艘
征
悪
報
』
を
想
起
す
る
。
続
い
て
『
夷
艘
征
撫
記
臨
の
本
文
が
黄
身
滋
の
ア
ヘ
ン
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上
奏
（
「
敬
簿
国
計
、
厳
防
漏
屈
」
）
か
ら
始
ま
る
の
に
対
し
、
『
註
解
聞
記
』
巻
首
が
「
イ
ギ
リ
ス
人
は
狡
猜
に
も
、
か
ね
て
よ
り
内
地
を
ね
ら

っ
て
い
た
（
「
英
夷
狡
焉
思
逞
志
於
内
地
久
也
扁
）
」
の
一
文
で
始
ま
り
、
そ
の
後
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
湊
門
居
留
地
獲
得
の
記
事
が
続
く
こ
と
に
、
顕

著
な
相
異
を
印
象
付
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
①

　
『
夷
艘
征
牢
記
隔
上
巻
は
黄
爵
滋
の
上
奏
に
続
き
、
林
則
徐
の
広
東
派
遣
と
ア
ヘ
ン
焼
殿
、
開
戦
と
イ
ギ
リ
ス
軍
の
北
上
、
都
濃
の
広
東
派

遣
と
林
則
徐
の
在
職
、
川
鼻
仮
協
定
、
戦
闘
再
開
と
イ
ギ
リ
ス
軍
の
広
州
攻
撃
、
学
寮
の
失
脚
と
広
東
協
定
、
三
元
里
事
件
と
続
き
、
最
後
に

「
論
に
曰
く
」
と
し
て
、
「
西
洋
の
長
技
を
こ
と
ご
と
く
中
国
の
長
技
と
す
る
こ
と
」
「
夷
を
以
っ
て
夷
を
攻
め
る
」
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。

下
巻
は
再
北
上
し
て
の
痩
門
・
定
海
・
寧
波
・
乍
浦
占
領
の
記
述
に
始
ま
り
、
長
江
遡
航
、
南
京
条
約
締
結
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
、
巻
末
「
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か
ら

に
曰
く
」
で
「
外
夷
を
以
っ
て
外
夷
を
攻
め
る
こ
と
」
「
こ
と
ご
と
く
外
夷
の
羽
翼
を
収
め
て
中
国
の
羽
翼
と
す
る
こ
と
」
が
重
ね
て
主
張
さ

れ
て
い
る
。
同
書
は
、
現
在
の
我
々
が
ア
ヘ
ン
戦
争
の
プ
ロ
セ
ス
を
記
述
す
る
際
の
常
套
を
作
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
『
番
謡
聞
記
』
は
こ
れ
に
対
し
、
巻
一
冒
頭
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
襖
門
居
留
地
獲
得
の
記
事
に
続
い
て
、
漢
門
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
羨
望
し

た
イ
ギ
リ
ス
の
広
州
貿
易
開
始
、
一
七
五
九
年
目
「
主
任
輝
」
（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
フ
リ
ン
ト
旨
譲
簿
）
事
件
を
契
機
と
し
た
、
来
航
外
国
貿
易
の

広
州
｝
港
集
中
と
外
国
商
人
の
襖
門
「
住
冬
」
（
貿
易
シ
ー
ズ
ン
以
外
の
漢
門
仮
寓
）
、
襖
門
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
内
地
安
住
を
羨
望
す
る
イ
ギ
リ

ス
商
人
が
こ
の
「
住
冬
」
を
耐
え
難
く
思
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
る
。
続
い
て
、
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
（
∩
｝
Φ
O
民
ひ
q
①
　
ζ
曽
O
皇
◎
N
σ
口
Φ
く
）
使
節
団

（～

ｵ
九
三
年
）
・
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
「
大
班
」
に
よ
る
「
貢
表
」
上
呈
の
み
の
「
入
貢
」
（
一
八
〇
五
年
）
・
ア
マ
ー
ス
ト
（
薯
零
丁
ヨ
℃
騨

》
9
染
液
）
使
節
団
（
一
八
～
六
年
）
、
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
二
度
の
漢
門
占
領
事
件
（
～
八
〇
二
年
二
八
○
八
年
）
に
言
及
し
、
イ
ギ
リ
ス

は
朝
貢
す
る
こ
と
三
度
に
及
ぶ
も
、
居
留
地
獲
得
の
望
み
は
か
な
え
ら
れ
ず
（
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
は
北
京
に
お
け
る
使
節
常
駐
な
ど
と
と
も
に
、
広
州
省

城
に
近
接
す
る
一
説
地
を
居
留
地
と
し
て
要
求
し
て
い
た
）
、
ま
た
長
門
の
占
領
を
ね
ら
っ
て
も
果
た
せ
な
か
っ
た
、
加
え
て
公
行
商
人
の
行
用
銀

（
公
所
銀
）
増
額
お
よ
び
道
光
年
間
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
前
「
馬
頭
」
建
設
失
敗
に
対
す
る
打
上
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
ア
ヘ
ン
貿
易
の
利
益
は
計

り
知
れ
ず
、
ま
た
関
税
は
国
家
財
政
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
た
め
、
貿
易
が
中
断
す
れ
ば
そ
の
利
益
が
失
わ
れ
国
が
成
り
立
た
ず
、
ま
た
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こ
れ
ま
で
中
国
の
懐
柔
を
受
け
、
乗
ず
る
隙
や
口
実
も
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
我
慢
に
我
慢
を
重
ね
、
あ
え
て
居
留
地
獲
得
の
た
め
に
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ち
に
事
を
起
こ
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
、
と
述
べ
ら
れ
る
。
イ
ン
ド
植
民
地
の
ア
ヘ
ン
栽
培
、
中
国
へ
の
売
り
込
み
、
下
船
、
ア
ヘ
ン
密
売
船

の
北
上
、
広
州
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
取
引
の
状
況
な
ど
、
ア
ヘ
ン
を
め
ぐ
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
導
入
さ
れ
る
の
は
、
よ
う
や
く
こ
の
後
か
ら
で
あ
る
。

魏
源
の
『
足
堅
鰻
重
記
』
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
戦
争
の
真
因
は
ア
ヘ
ン
で
は
な
く
居
留
地
獲
得
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
欲
望
に
あ
る
、
と
梁
廷

栴
は
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
冒
頭
巻
一
の
こ
こ
ま
で
の
部
分
と
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
広
州
入
城
に
抵
抗
す
る
春
泥
紳
民
の
動

向
を
詳
細
に
記
述
す
る
最
終
巻
心
五
を
対
照
さ
せ
る
こ
と
で
、
い
っ
そ
う
明
瞭
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈲
巻

五
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行
論
の
都
合
上
、
本
論
文
の
中
心
的
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
広
州
入
城
問
題
の
基
本
的
事
実
を
紹
介
し
て
お
く
の
が
便
宜
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
省

城
紳
士
・
地
方
大
官
の
動
向
を
め
ぐ
る
梁
廷
栴
の
筆
致
が
、
「
事
あ
る
と
き
は
、
ま
ず
彼
ら
を
集
め
て
公
議
さ
せ
、
そ
の
後
に
官
が
決
定
し
た
」

と
す
る
『
海
国
弁
説
』
「
合
亡
国
説
」
中
の
「
没
書
」
の
記
述
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
を
後
に
確
認
す
る
た
め
に
も
、
や
や
長
き
に
及
ぶ

が
、
『
夷
気
聞
記
』
巻
五
の
さ
わ
り
を
以
下
に
掲
げ
る
。

　
南
京
条
約
の
後
、
広
州
に
お
け
る
貿
易
が
再
開
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
は
ま
す
ま
す
驕
慢
と
な
っ
た
、
と
い
う
一
文
か
ら
巻
五
は
始
ま
る
。

旧
制
で
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
「
大
身
」
さ
え
も
、
輿
に
乗
っ
て
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
南
京
条
約
後
、
商
人
た
ち

は
輿
に
乗
っ
て
大
通
り
を
漫
遊
し
、
内
地
の
中
国
人
と
の
交
易
で
も
揉
め
事
が
頻
発
し
た
。
彼
ら
は
ま
ず
受
払
住
民
の
怒
り
を
買
い
、
や
が
て

職
人
・
商
人
と
し
て
省
城
に
来
て
い
る
、
付
近
の
郷
村
の
住
民
た
ち
も
大
き
な
恨
み
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
道
光
二
二
（
一
八
四
一
　
）
年
…

○
月
六
日
、
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
下
役
の
代
金
支
払
拒
否
を
め
ぐ
っ
て
、
中
国
人
店
主
・
観
衆
と
の
問
に
い
ざ
こ
ざ
が
起
き
、
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ギ
リ
ス
人
が
発
砲
、
負
傷
者
が
出
た
報
復
と
し
て
、
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
が
焼
き
討
ち
に
遭
っ
た
の
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
。

　
開
港
場
の
一
つ
差
響
で
は
、
外
国
船
が
到
着
す
る
と
、
商
品
を
携
え
て
省
城
に
入
り
、
対
等
の
礼
を
以
っ
て
中
国
の
地
方
官
に
謁
見
し
た
。
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烏
石
山
の
積
翠
寺
を
宿
舎
と
し
、
「
牙
旗
」
「
鼓
角
」
を
設
置
、
い
つ
も
深
夜
に
騎
馬
の
従
者
を
し
た
が
え
て
入
城
す
る
の
で
、
民
衆
は
大
い
に

驚
き
騒
い
だ
が
、
地
方
官
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
上
海
で
は
、
道
台
の
呉
健
彰
が
広
州
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
買
弁
出
身
で
あ
る
た

め
、
外
国
人
た
ち
は
軽
く
見
て
、
な
れ
な
れ
し
い
態
度
で
接
し
て
い
た
。
会
え
ば
並
行
で
名
を
呼
び
、
会
見
は
朝
夕
を
分
か
た
ず
、
と
い
う
有

様
で
あ
っ
た
。
輿
昇
き
は
中
国
帽
を
被
り
、
他
か
ら
際
立
た
せ
る
た
め
に
、
そ
の
帽
子
の
願
紐
は
五
色
の
糸
を
中
り
合
わ
せ
た
も
の
を
使
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
た
。
こ
の
よ
う
な
い
で
た
ち
で
城
門
を
出
入
り
し
て
も
、
紳
士
・
民
衆
と
も
に
あ
え
て
物
申
そ
う
と
い
う
者
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
す
れ
ば
、
す
で
に
和
約
を
結
び
、
か
つ
対
等
の
関
係
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
街
（
城
）
の
内
外
を
問
わ
ず
、
当
地
の
中
国

人
の
よ
う
に
自
由
に
行
き
来
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
朝
貢
の
諸
国
は
「
年
貢
」
の
時
で
な
け
れ
ば
、
入
城

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
は
朝
貢
国
と
は
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
二
度
の
朝
貢
は
い
ず
れ
も
天
津
か
ら
入
っ
た
の
で
、
福
州
・
上
海
の

紳
民
は
参
考
に
す
べ
き
例
が
全
く
な
か
っ
た
。
広
州
の
住
民
の
み
が
、
シ
ャ
ム
と
越
南
の
使
節
が
必
ず
貢
物
と
と
も
に
入
城
し
、
「
莚
宴
」
の

時
は
冠
服
に
換
え
て
出
て
く
る
の
を
見
慣
れ
て
い
た
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
こ
れ
な
く
し
て
入
城
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
見
て
、
「
胃
腺
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

大
防
」
は
こ
こ
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
道
光
二
三
（
一
八
四
三
）
年
六
月
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
入
城
・
「
盛
会
」
を
許
す
と
い
う
黒
土
ら
の
プ
ラ
ン
を
耳
に
し
た
省
城
の
紳
士
何
緯
書
が

紳
士
た
ち
を
集
め
、
巷
で
は
外
国
人
が
入
城
し
地
方
大
官
に
謁
見
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
聞
き
輿
論
が
沸
騰
し
て
い
る
、
旧
来
の
や
り
方
に
し

た
が
っ
て
ほ
し
い
と
請
願
し
た
文
書
を
作
成
し
、
書
英
に
上
呈
し
た
。
書
英
は
民
情
を
理
由
に
入
城
の
不
可
を
イ
ギ
リ
ス
側
に
伝
え
る
も
、
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ギ
リ
ス
側
の
要
求
は
止
ま
ず
、
請
願
・
拒
否
が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
数
年
が
過
ぎ
た
。

　
道
光
二
七
（
　
入
四
七
）
年
二
月
、
広
州
入
城
を
宿
願
と
す
る
香
港
総
督
デ
ー
ビ
ス
（
甘
ぎ
寄
き
。
置
U
巴
ω
）
が
、
香
港
の
「
緑
三
菱
兵
」
三

〇
〇
人
を
率
い
て
ひ
そ
か
に
虎
門
か
ら
侵
入
、
珠
江
を
遡
り
、
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
近
辺
の
安
単
一
付
近
に
居
座
っ
た
。
デ
ー
ビ
ス
は
新
芋
欄
道
を

つ
ぶ
し
て
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
拡
張
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
そ
の
要
求
が
か
な
え
ら
れ
る
と
、
続
い
て
建
物
を
立
て
る
た
め
に
河
南
の
借
地
を
請

願
し
、
河
南
の
衆
議
が
沸
騰
し
強
行
す
べ
く
も
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
後
は
、
花
染
の
石
囲
塘
の
借
地
を
新
た
に
要
求
、
し
か
し
こ
こ
で
も
住
民
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の
反
対
に
遭
い
、
借
地
の
計
画
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
も
と
も
と
イ
ギ
リ
ス
側
は
広
州
入
城
の
約
束
を
取
り
付
け
る
の
が
本
来
の
目
的
で
、
借

地
の
要
求
は
そ
の
き
っ
か
け
を
作
る
た
め
に
す
ぎ
な
か
っ
た
た
め
、
デ
ー
ビ
ス
は
入
城
の
期
日
が
決
ま
ら
な
い
と
駐
留
部
隊
を
撤
退
さ
せ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
書
英
を
桐
喝
し
、
書
英
は
結
局
二
年
後
に
広
州
入
城
を
許
す
こ
と
を
約
定
し
た
。

　
道
光
二
九
（
一
八
四
九
）
年
二
月
、
そ
れ
ぞ
れ
書
庫
大
臣
・
署
理
両
面
総
督
、
白
鼠
広
東
慧
剣
に
任
命
さ
れ
た
ば
か
り
の
徐
品
等
と
葉
名
深

に
対
し
、
香
港
総
督
ボ
ナ
ム
（
ω
p
。
日
¢
2
0
Φ
o
茜
Φ
b
ご
§
冨
ヨ
）
が
入
城
実
行
を
要
求
し
た
照
会
を
送
っ
て
き
た
。
「
中
外
の
大
腿
」
は
こ
の
一
挙
に

か
か
り
、
こ
れ
を
斥
け
な
け
れ
ば
広
州
は
福
州
・
上
海
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
た
徐
広
緒
と
葉
名
標
は
、
民
の
意
向
に
沿
い
、
官
民

が
心
を
合
わ
せ
て
入
城
を
拒
否
す
る
決
意
を
固
め
た
。
徐
広
緒
は
ま
ず
雷
門
以
内
の
防
備
を
固
め
、
兵
士
を
精
選
、
つ
い
で
省
城
に
近
い
社
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
紳
士
を
招
い
て
、
盗
賊
捕
獲
に
名
を
借
り
、
そ
れ
ぞ
れ
社
学
に
戻
っ
て
武
器
・
丁
勇
を
揃
え
、
召
集
に
備
え
る
よ
う
指
示
し
た
。
ボ
ナ
ム
は

豆
蒔
水
軍
の
閲
兵
に
来
た
安
広
緒
を
イ
ギ
リ
ス
船
に
招
待
し
、
船
室
に
閉
じ
込
め
て
入
城
の
実
施
期
日
の
提
示
を
迫
っ
た
が
、
徐
広
帯
は
天
子

の
裁
決
の
詔
諭
を
待
て
と
つ
っ
ぱ
ね
、
無
事
に
省
城
に
帰
還
し
た
（
そ
の
後
、
「
民
の
心
は
す
な
わ
ち
天
子
の
心
で
あ
る
。
」
と
い
う
上
諭
が
下
さ
れ
た
）
。

一
方
、
こ
れ
に
先
立
つ
一
一
八
年
一
〇
月
か
ら
二
九
年
三
月
に
か
け
て
、
輿
秀
書
院
の
監
院
は
公
函
を
印
溶
し
て
、
越
華
・
羊
城
両
書
院
の
二
院
、

省
城
在
籍
の
紳
士
許
祥
光
ら
、
そ
し
て
省
城
内
外
か
ら
河
南
に
及
ぶ
居
民
・
商
人
を
招
集
し
、
街
約
ご
と
に
規
程
を
頒
布
し
て
い
た
。
ま
た
、

各
家
に
土
盛
を
出
し
武
器
を
揃
え
る
よ
う
勧
告
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
入
城
を
拒
む
べ
く
準
備
を
行
な
っ
た
。
あ
ら
か
じ
め
下
院
・
紳
士
た
ち
が
、

手
分
け
し
て
各
街
約
を
訪
問
し
、
う
ま
く
段
取
り
を
つ
け
て
い
た
た
め
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
老
爺
か
ら
新
城
、
新
城
か
ら
郊
外
へ
と
組
織
化
が

拡
大
し
、
河
南
の
住
民
も
隆
平
社
学
を
創
設
し
て
、
こ
れ
に
呼
応
し
た
。
大
き
な
街
約
の
丁
勇
は
数
千
人
に
至
り
、
小
さ
い
と
こ
ろ
で
も
数
百

人
は
い
た
。
街
約
ご
と
に
B
を
決
め
て
、
忘
潮
の
数
を
輿
秀
書
院
に
報
告
し
、
そ
の
晩
に
地
方
官
・
紳
士
を
公
所
に
集
め
、
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が

猛
勇
を
引
率
し
、
提
灯
と
武
器
を
携
え
、
隊
ご
と
に
示
威
行
進
を
行
な
っ
た
。
翌
日
に
は
報
奨
と
し
て
、
衙
門
か
ら
肉
・
水
・
酒
が
供
与
さ
れ

た
。
示
威
行
進
は
、
城
内
か
ら
城
外
、
そ
し
て
河
南
の
順
で
行
な
わ
れ
、
一
〇
三
間
で
一
〇
万
人
余
り
の
丁
勇
を
集
め
た
。
夜
の
示
威
行
進
の

一
〇
週
間
、
白
日
の
ご
と
く
広
州
城
全
体
に
明
か
り
が
赤
々
と
点
り
、
武
器
の
音
は
一
〇
島
先
ま
で
響
い
た
。
近
く
西
関
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
界
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隈
で
は
屋
上
に
登
っ
て
、
遠
く
河
南
か
ら
は
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
こ
の
示
威
行
進
を
眺
め
た
外
国
人
た
ち
は
三
口
葉
を
央
つ
た
。
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

は
日
が
暮
れ
る
前
に
戸
締
り
を
し
、
貿
易
は
暫
時
停
止
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
側
が
な
お
利
害
を
わ
き
ま
え
ず
、
に
わ
か
に
人
を
集
め
て
事
を
起
こ

す
こ
と
を
恐
れ
た
広
州
の
紳
士
た
ち
は
、
ボ
ナ
ム
に
団
練
組
織
の
旨
を
伝
え
る
べ
く
、
公
比
を
共
同
で
作
成
し
、
通
事
に
託
し
て
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
の
領
事
ま
で
届
け
さ
せ
た
。
さ
ら
に
事
の
曲
折
を
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
懸
念
し
た
七
、
八
人
の
紳
士
た
ち
が
領
事
を
訪
問
し
、
以
前
と

現
在
で
は
事
情
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
を
つ
ら
つ
ら
述
べ
立
て
た
。
入
城
の
要
求
を
中
止
す
る
、
と
い
う
ボ
ナ
ム
の
文
書
が
熟
蕃
に
届
い
た
の

は
こ
の
後
で
あ
る
。
広
州
入
城
中
止
を
報
告
す
る
徐
広
緒
の
上
奏
文
を
受
け
取
っ
た
天
子
は
大
い
に
悦
び
、
総
督
徐
広
緒
・
巡
上
葉
名
環
を
は

じ
め
と
す
る
文
武
官
僚
、
紳
士
、
書
院
監
院
、
広
州
城
内
外
お
よ
び
河
南
の
蛮
勇
を
率
い
た
三
七
三
人
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
、
異
例
の
褒
章
が

　
　
　
　
⑨

賜
与
さ
れ
た
一
こ
こ
ま
で
述
べ
た
後
、
「
論
に
曰
く
」
の
一
段
が
最
後
に
添
え
ら
れ
、
『
目
録
聞
記
一
巻
五
の
記
述
は
終
わ
る
。

回
述
作
の
憲
図

　
『
夷
鼠
聞
記
蜘
は
、
巻
三
の
後
半
お
よ
び
巻
四
を
除
き
、
一
貫
し
て
広
州
を
記
述
し
て
い
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
二
院
を
垂
挺
し
、
内
地
居

留
地
の
獲
得
を
熱
望
す
る
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
巻
　
冒
頭
部
分
と
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
広
州
入
城
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
省
城
紳
民
の
行
動
を
記
述

す
る
巻
五
全
体
は
明
瞭
に
呼
応
し
、
〔
建
地
滋
の
ア
ヘ
ン
上
奏
か
ら
説
き
起
こ
す
魏
源
の
『
夷
艘
征
無
記
臨
と
は
対
照
的
に
〕
ア
ヘ
ン
戦
争
と

は
漢
門
か
ら
省
城
内
へ
と
向
か
う
外
国
人
の
空
間
的
移
動
の
プ
ロ
セ
ス
、
す
な
わ
ち
清
朝
政
府
に
よ
っ
て
広
州
と
漢
門
の
問
に
し
つ
ら
え
ら
れ

た
「
間
」
の
消
滅
の
問
題
で
あ
る
、
と
梁
廷
椙
は
主
張
し
て
い
る
。
巻
を
追
い
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
漢
門
か
ら
省
城
に
逼
面
す
る
ほ
ど
に
、
七
城

内
外
紳
士
の
抵
抗
の
記
述
は
詳
細
か
つ
熱
を
帯
び
、
巻
三
の
三
元
里
事
件
か
ら
巻
五
入
城
闘
争
「
勝
利
」
に
至
る
ま
で
の
叙
述
は
、
紳
士
た
ち

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
、
「
公
議
」
に
も
と
つ
く
社
学
・
国
管
の
形
成
と
「
官
民
同
心
」
に
よ
る
広
州
中
路
防
備
体
制
構
築
の
…
連
の
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
入
城
闘
争
の
「
勝
利
」
を
記
念
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
己
酉
同
譜
録
幽
序
文
に
、
「
事
は
「
中
外
の

大
防
」
に
関
わ
る
（
「
事
關
中
外
之
大
屋
」
）
」
、
「
我
々
の
今
回
の
行
動
は
、
も
と
よ
り
公
を
思
い
、
ま
た
自
衛
を
期
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
「
在
我
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⑩

等
此
畢
、
念
固
因
公
、
亦
期
自
衛
」
）
」
と
あ
り
、
『
夷
鼠
聞
記
』
巻
五
に
「
広
州
の
住
民
の
み
が
、
シ
ャ
ム
と
越
南
の
使
節
が
必
ず
貢
物
と
と
も
に

入
城
し
、
「
莚
宴
」
の
時
は
冠
服
に
換
え
て
出
て
く
る
の
を
見
慣
れ
て
い
た
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
こ
れ
な
く
し
て
入
城
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
を
見
て
、
「
中
外
の
大
防
」
は
こ
こ
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
」
と
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
分
た
ち
省
城
の
紳
士
が
イ

ギ
リ
ス
人
の
入
城
に
抵
抗
し
た
の
は
、
「
朝
貢
」
の
空
間
で
あ
る
省
城
を
「
互
市
」
の
外
国
人
が
侵
犯
す
る
こ
と
は
、
徳
の
「
光
被
」
と
い
う

天
子
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
危
機
に
さ
ら
す
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
だ
、
と
『
夷
氣
聞
玉
戸
は
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

㈲
　
騨
海
圏
四
説
』
に
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し

　
『
夷
凶
聞
二
割
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
襖
門
居
留
で
始
ま
り
広
州
入
城
問
題
で
終
る
本
文
と
、
作
者
で
あ
る
「
予
」
の
行
動
・
コ
メ
ン
ト
を

申
心
に
、
省
城
紳
士
た
ち
の
活
動
を
詳
細
に
記
述
す
る
双
行
注
、
と
い
う
二
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
同
書
を
読
み
進
め
る
岡
時
代

の
読
者
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
を
感
得
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
同
時
に
、
注
内
に
頻
出
す
る
「
予
」
と
は
い
っ
た
い
誰
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
か
を
探
る
こ
と
を
、
作
者
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
予
」
の
手
が
か
り
は
、
事
柄
の
進
行
に
し
た
が
っ
て
小
出
し
に
示
さ
れ
て

い
き
、
や
が
て
巻
五
の
ほ
と
ん
ど
最
後
の
一
段
に
至
っ
て
、
本
文
と
注
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
見
当
が
つ
け
ら
れ
る
よ
う
周
到
に
仕
組
ま

れ
て
い
る
（
『
夷
氣
聞
記
撫
が
梁
廷
栴
の
著
作
で
あ
る
こ
と
に
言
及
す
る
同
時
代
の
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
「
無
名
氏
」
の
『
夷
白
鞘
撫
記
』
を
な
ぞ
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
う
こ
と
以
外
に
、
時
忌
に
触
れ
る
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
上
気
栴
自
身
も
他
の
著
作
の
中
で
『
夷
記
聞
記
舳
に
言
及
す
る
こ
と
は
な

い
。
同
時
代
の
読
者
に
と
っ
て
著
者
の
同
定
は
、
「
予
」
に
言
及
す
る
咽
夷
獄
聞
記
騙
中
の
記
述
に
ま
ず
注
目
し
、
そ
れ
を
『
海
国
四
五
匝
で
再
確
認
す
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

う
、
以
下
の
手
続
き
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
）
。

　
「
予
」
の
初
出
は
、
巻
一
の
道
光
一
八
（
一
八
三
入
）
年
、
農
村
部
で
の
ア
ヘ
ン
・
吸
引
具
提
出
勧
告
活
動
か
ら
も
ど
っ
た
「
予
」
が
、
保

甲
に
倣
っ
た
「
五
家
互
結
・
善
隣
結
保
」
の
法
を
両
広
総
督
郡
廷
禎
に
提
議
、
ア
ヘ
ン
取
締
り
が
順
調
に
進
ま
な
い
こ
と
に
悩
む
都
廷
槙
が

「
予
」
を
総
督
衙
門
に
招
き
、
取
締
り
を
厳
命
し
た
諭
旨
を
見
せ
て
涙
を
流
し
、
「
予
」
も
そ
れ
を
見
て
心
を
動
か
さ
れ
る
、
と
い
う
場
面
で
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⑧
あ
る
。
以
後
も
、
広
州
到
着
前
に
仏
事
に
滞
在
し
て
い
た
祁
墳
と
広
州
で
革
職
・
蟄
居
中
の
林
撮
管
と
の
間
を
往
復
し
て
省
城
を
守
る
方
法
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

商
議
、
そ
の
後
仏
山
南
岸
で
祁
墳
・
林
則
徐
・
郡
廷
槙
三
者
の
会
談
に
立
ち
会
う
な
ど
、
「
予
」
は
地
方
大
官
に
重
用
さ
れ
、
そ
の
信
頼
を
得

て
い
る
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
『
羅
海
関
志
幅
の
編
纂
を
終
え
、
朝
廷
上
意
用
の
敵
本
の
準
備
も
整
い
、
つ
い
で
『
広
東
海
防
彙
覧
』
の
紅

本
作
成
に
と
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い
る
と
き
に
、
こ
の
た
び
の
ア
ヘ
ン
取
締
り
が
終
わ
る
の
を
待
っ
て
、
関
係
す
る
記
述
数
鼻
下
を
加
え
て
か

ら
上
呈
し
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
禁
則
徐
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
『
広
東
海
防
彙
覧
』
の
紅
本
作
成
を
一
時
ス
ト
ッ
プ
し
た
と
い
う
記
述
か

ら
、
「
予
」
は
「
広
東
シ
ス
テ
ム
」
と
中
島
間
の
紛
争
の
由
来
を
熟
知
す
る
『
広
東
海
防
彙
覧
』
『
霧
海
関
志
㎏
の
編
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

⑯る
。
さ
ら
に
「
予
」
は
香
山
県
も
し
く
は
順
徳
県
の
出
身
で
、
城
居
の
経
歴
が
長
く
な
い
た
め
、
省
城
内
の
声
望
に
は
限
界
が
あ
り
、
か
つ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ヘ
ン
戦
争
時
期
に
喪
に
服
し
、
澄
海
県
学
教
官
の
経
歴
を
有
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。

　
加
え
て
「
予
」
は
、
広
州
三
大
書
院
の
う
ち
の
一
つ
、
身
上
書
院
の
監
院
と
し
て
、
入
城
阻
止
の
た
め
の
省
城
内
外
住
民
の
組
織
化
に
尽
力

し
た
、
広
州
地
域
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
巻
五
の
ほ
と
ん
ど
最
後
に
配
置
さ
れ
た
曳
行
注
の
記
述
は
、
こ
の
事
実
を
端
的
に

示
し
て
い
る
。

省
城
の
書
院
は
、
格
か
ら
い
う
と
身
秀
が
ト
ッ
プ
で
、
越
華
が
第
二
、
羊
城
が
第
三
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
、
道
員
の
柏
公
（
柏
貴
）
が
、
自
衛
組
織
を
作
る

よ
う
三
書
院
の
学
院
か
ら
住
民
に
勧
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
監
院
た
ち
は
互
い
の
様
子
を
う
か
が
う
ば
か
り
で
、
ま
だ
動
か
な
か
っ
た
。
事
が
危
急
を
告

げ
る
に
及
ん
で
、
双
門
底
の
商
人
た
ち
が
集
団
で
磨
秀
書
院
に
や
っ
て
来
て
、
同
書
院
は
全
省
の
人
士
が
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
声
を

上
げ
て
ほ
し
い
と
要
求
し
た
。
お
り
し
も
院
長
の
南
海
県
出
身
の
何
文
綺
が
郷
里
で
病
気
療
養
し
て
お
り
、
「
正
装
」
（
監
院
の
ト
ッ
プ
）
で
あ
っ
た
「
予
」

は
こ
れ
を
断
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
よ
う
や
く
公
函
数
煙
嵐
を
印
刷
し
、
夕
冷
で
あ
っ
た
羅
家
政
・
測
量
・
仇
乾
厚
・
張
応
秋
・
三
号
ら
と
と

も
に
、
ま
ず
書
院
の
下
役
を
派
遣
し
て
各
街
約
に
章
程
を
頒
布
さ
せ
、
さ
ら
に
番
禺
の
候
遠
道
許
祥
光
・
候
補
上
知
許
礼
光
・
候
選
郎
中
金
薔
茅
・
候
選
同

製
沈
光
国
・
香
山
県
の
鴬
野
員
外
郎
鞄
俊
ら
と
と
も
に
、
自
ら
各
胸
黒
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
共
感
の
輪
が
広
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
街
約
が
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時
期
を
分
か
っ
て
奥
秀
書
院
に
来
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

丁
勇
の
数
を
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
入
城
阻
止
を
目
的
と
し
た
紳
民
の
組
織
化
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
、
「
正
監
」
で
あ
っ
た
「
予
」
を
中
心
と
し
た
羅
家
政
・
課
螢
・
仇
乾
厚
・

張
応
秋
・
丁
煕
の
監
院
六
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
記
し
た
上
掲
の
双
行
注
の
後
に
、
「
勝
利
」
を
嘉
悦
し
て
忽
せ
ら
れ
た
天
子
の
上
諭
と
、
褒

賞
を
受
け
た
地
方
大
官
・
紳
士
・
書
院
監
院
の
姓
名
を
列
挙
し
た
本
文
が
続
き
、
監
院
に
つ
い
て
は
「
書
院
監
院
教
官
の
梁
廷
栴
・
張
応
秋
・

丁
煕
は
各
々
内
閣
申
書
の
街
を
、
羅
家
政
に
は
五
品
の
衡
を
給
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
重
職
を
基
準
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
奨
賞
す
る
」
と
記
さ

　
　
　
⑲

れ
て
い
る
。
「
正
監
」
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
の
役
捌
を
果
た
し
た
、
注
の
中
の
「
予
」
が
当
然
褒
賞
の
ト
ッ
プ
に
掲
げ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
本
文
中
に
姓
名
を
掲
げ
ら
れ
た
四
人
中
の
梁
廷
栴
の
姓
名
が
注
の
中
に
は
見
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
予
」
が
梁
廷
栴
に
ほ
か
な
ら
な

い
こ
と
を
読
者
は
こ
こ
に
い
た
っ
て
気
づ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
『
夷
鼠
聞
記
』
巻
五
本
文
の
末
段
に
は
、
「
論
に
曰
く
」
の
一
段
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
一
貫
し
て
影
青
注
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
「
予
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

が
本
文
中
に
越
境
し
て
く
る
。
梁
廷
栴
が
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
一
段
を
設
け
、
「
夷
を
以
っ
て
夷
を
畏
む
」
「
夷
の
長
技
を
師
と
す
」
に
対
す
る
批
判

を
展
開
し
た
（
第
二
章
㈲
参
照
）
の
は
、
魏
源
の
『
夷
艘
征
鼠
壁
』
を
想
起
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
（
七
五
頁
参
照
）
。
こ
の
二
つ
の
セ
ン
テ
ン
ス

を
湧
に
し
た
読
者
は
、
封
面
の
書
名
と
書
物
の
体
裁
を
目
に
し
た
時
に
す
で
に
意
識
に
お
い
て
い
た
は
ず
の
こ
と
一
著
者
は
『
夷
艘
征
旧

記
㎞
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
一
を
こ
こ
で
再
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
。
読
者
は
続
い
て
、
こ
の
著
名
な
引
句
を
序
文
に
含
む
魏
源
の
『
海
国

図
志
輪
を
想
起
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
入
城
闘
争
「
勝
利
」
後
の
威
豊
初
年
に
『
夷
筑
子
記
』
と
と
も
に
重
刊
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
梁
廷
構

（
読
者
は
、
著
者
「
予
」
が
磁
器
栴
で
あ
る
こ
と
に
す
で
に
感
づ
い
て
い
る
）
の
も
う
一
つ
の
著
作
、
こ
れ
も
ま
た
魏
源
の
著
作
を
意
識
し
た
名
を
持

つ
『
海
国
四
説
』
を
想
起
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
続
い
て
、
実
際
に
手
に
取
っ
た
『
海
国
四
説
隔
成
豊
刊
本
の
各
「
説
」
序
文
の
中
に
、
「
欽

加
内
閣
中
書
街
広
東
澄
全
県
訓
導
梁
廷
栴
」
の
出
撃
と
、
『
広
東
海
防
彙
覧
』
『
塩
海
関
野
』
編
纂
の
後
、
喪
に
服
し
て
い
る
間
に
同
書
が
著
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
た
と
い
う
事
実
を
確
認
し
、
最
後
に
四
つ
の
「
説
」
か
ら
構
成
さ
れ
た
同
書
が
、
実
は
『
夷
鼠
聞
記
』
で
述
べ
ら
れ
た
、
広
州
と
漢
門
の

86　（86）



成豊初年にぎ夷景聞言Ejと『海国四説嚢を読む（村尾）

「
間
」
の
消
滅
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
説
い
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
、

る
、
と
い
う
こ
と
を
悟
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

①
こ
こ
で
は
『
夷
艘
草
冠
記
』
噸
夷
艘
冠
海
難
㎞
『
夷
舶
憲
海
記
』
『
英
繰
入
冠
記
』

　
『
英
人
入
冠
記
』
な
ど
の
諸
タ
イ
ト
ル
の
抄
本
も
含
め
て
『
夷
艘
征
撫
記
』
と
総

　
称
し
て
い
る
。

②
㎎
濡
鼠
聞
記
㎞
一
～
五
頁
。

③
戸
隠
鼠
聞
記
㎞
＝
二
七
～
＝
二
八
頁
。

④
魍
黒
鼠
聞
記
㎞
一
四
五
頁
。

⑤
㎎
夷
鼠
聞
記
㎞
一
四
五
買
　
「
剛
直
霜
囲
和
好
、
且
與
平
行
、
則
不
問
城
内
外
、

　
皆
可
聴
其
面
詰
如
土
著
　
、
不
知
職
貢
諸
國
、
非
験
貢
不
得
入
、
英
錐
列
冠
帯
、

　
而
貢
無
常
期
、
爾
次
貢
舟
、
皆
由
天
津
、
更
無
故
事
可
援
軍
、
惟
廣
東
民
習
見
邊

　
羅
・
越
南
必
随
貢
物
乃
入
、
莚
宴
易
冠
服
而
出
、
英
夷
無
之
、
以
爲
中
外
大
防
、

　
正
正
於
此
〕
。
「
験
貢
」
と
「
莚
宴
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
村
尾
進
「
懐
遠
騨
」
参

　
照
。

⑥
『
黒
垂
聞
記
聞
一
四
七
～
～
四
九
頁
。

⑦
『
夷
蝋
聞
記
㎞
｝
四
九
～
一
五
三
頁
。

⑧
こ
れ
は
三
元
里
事
件
後
の
紳
士
に
よ
る
千
丁
・
中
学
・
公
所
の
組
織
化
、
お
よ

　
び
両
広
総
督
祁
墳
の
指
導
と
紳
士
の
協
力
に
よ
る
広
州
中
路
の
守
備
体
制
構
築
を

　
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
夷
鼠
聞
記
隔
七
七
～
八
○
頁
。
三
発
里
事
件
か
ら

　
入
城
闘
争
の
「
勝
利
」
ま
で
が
、
m
官
民
同
心
」
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
だ
と
広
く

　
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
『
夷
見
聞
記
』
巻
五
の
挑
螢
の
書
簡
（
一
四
〇
頁
）

　
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑨
『
夷
景
聞
記
』
一
五
四
～
一
六
九
頁
。

⑩
『
旨
旨
聞
記
臨
一
六
八
頁
。

⑪
『
夷
景
聞
記
U
の
著
者
同
定
の
作
業
自
体
は
、
噸
夷
蝋
聞
記
㎞
中
の
［
予
」
の
事

す
な
わ
ち
『
夷
叡
聞
記
騙

と

『
海
国
四
説
』
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

　
績
と
後
世
編
纂
の
伝
記
史
料
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
孟
森
が
す
で
に
行
な

　
っ
て
い
る
（
前
掲
孟
森
「
夷
鼠
記
聞
」
践
）
。
以
下
に
お
い
て
私
が
行
な
っ
て
い

　
る
の
は
、
『
夷
景
聞
記
』
『
海
国
四
説
睡
両
沓
だ
け
で
著
者
を
確
定
す
る
こ
と
が
可

　
能
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
広
州
入
城
闘
争
「
勝
利
」
の
情
報
に
触
発
さ
れ
て
『
夷

　
鼠
聞
記
㎞
を
手
に
取
る
で
あ
ろ
う
同
時
代
の
読
者
を
、
梁
廷
栴
が
ど
の
よ
う
な
手

　
順
で
噌
海
国
四
説
』
に
導
こ
う
と
し
て
い
る
か
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。

⑫
門
夷
気
遅
記
㎞
「
校
注
夷
曲
聞
記
序
」
二
頁
。

⑬
た
だ
し
、
門
予
」
が
林
則
徐
・
郡
廷
禎
・
祁
墳
な
ど
の
地
方
大
計
と
交
際
が
あ

　
り
、
㎎
広
東
海
防
彙
覧
隔
『
勢
海
関
志
』
の
編
者
で
、
墨
田
県
学
教
官
の
経
歴
を
有

　
す
る
入
物
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
梁
廷
構
の
『
藤
花
亭
詩
集
㎞
『
藤
花
亭
腓
体

　
文
集
』
な
ど
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
梁
龍
山
撰
・
楊
琵
圧
点
校
『
芸

　
文
羅
編
』
（
鷺
南
大
学
出
版
社
二
〇
〇
一
年
）
三
〇
五
～
三
〇
七
頁
、
三
一
一
頁
、

　
一
ニ
ニ
入
百
ハ
、
一
二
四
六
～
一
二
四
七
頁
、
ご
　
五
〇
～
＝
一
五
一
頁
、
一
二
五
一
二
～
～
二
五
七
頁
、

　
三
八
九
～
　
二
九
五
頁
、
四
二
九
～
四
三
一
頁
。

⑭
　
『
夷
鼠
聞
記
』

⑮
　
『
夷
悪
罵
記
』

⑯
　
『
夷
鼠
聞
記
』

⑰
　
『
夷
象
聞
記
』

⑬
　
『
夷
鼠
聞
記
』

⑲
　
『
夷
鼠
聞
記
』

⑳
　
『
夷
鼠
聞
記
』

⑳
　
『
海
国
四
説
』

　
～
五
二
頁
。

～
山
口
～
一
七
百
ハ
。

⊥
ハ
四
～
⊥
ハ
甲
血
百
川
。

三
六
頁
。

六
〇
頁
、
七
八
頁
、
入
一
頁
、
八
三
頁
。

一
五
八
～
一
五
九
頁
。

一
六
七
頁
。

一
七
　
頁
。

「
前
言
」
四
頁
、
「
海
国
四
説
序
」
三
四
、

「
合
憲
国
説
序
」
五
～

87　（87）



二
、
『
海
国
四
説
』
を
読
む

88　（88）

㈲
　
魏
源
を
批
判
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た

　
　
『
海
国
図
志
匝
の
序
文
に
お
い
て
、
「
西
洋
の
人
を
以
て
西
洋
を
謳
る
」
と
自
著
を
誇
り
、
「
夷
の
長
技
を
師
と
し
以
て
夷
を
制
す
」

を
主
張
し
た
魏
源
を
念
頭
に
、
梁
廷
栴
は
自
己
認
識
と
盤
界
を
め
ぐ
る
根
源
的
な
批
判
を
行
な
っ
て
い
る
。

る
こ
と

〔
書
名
を
〕
「
記
」
で
は
な
く
「
説
」
と
し
て
い
る
の
は
、
中
国
人
が
外
国
の
こ
と
を
述
べ
る
と
き
に
は
、
お
の
ず
か
ら
命
名
の
ス
タ
イ
ル
と
い
う
も
の
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
実
際
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
ら
、
真
実
か
否
か
を
確
か
め
よ
う
も
な
い
。
も
と
よ
り
議
事
聡
の
『
百
夷
伝
騙
、
侯
継
高
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

『
日
本
風
土
記
隔
を
例
と
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
（
「
海
国
四
説
序
」
）

今
日
の
中
国
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
者
が
外
国
に
勝
つ
手
立
て
を
講
害
し
て
い
る
。
〔
そ
の
方
法
と
し
て
唱
え
ら
れ
る
の
は
〕
「
夷
を
以
っ
て
夷
を
攻
む
」

か
、
「
夷
の
長
技
を
師
と
す
」
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
…
…
天
朝
全
盛
の
時
に
、
彼
ら
の
力
を
借
り
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
彼
ら
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
を

手
本
と
し
、
彼
ら
を
招
い
て
そ
の
学
を
受
け
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
失
体
こ
れ
よ
り
甚
だ
し
き
も
の
は
な
い
。
彼
ら
の
「
火
砲
」
は
〔
中
国
で
い
え
ば
〕

明
代
初
期
に
始
ま
り
、
お
お
む
ね
中
国
の
古
い
「
地
雷
」
「
飛
砲
」
を
も
と
に
発
農
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
「
爽
板
舟
」
も
鄭
和
が
図
を
書
い
て
彼
ら
に
与
え

た
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
数
学
に
い
う
「
東
来
の
思
置
法
」
も
申
告
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ひ
た
す
ら
実
事
求
是
に
努
め
、
必
勝
の
備
え
を
し
て
お
け

ば
、
外
国
も
我
々
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
に
、
か
え
っ
て
外
国
に
勝
つ
方
法
を
彼
ら
自
身
に
求
め
る
な
ど
、
古
今
を
通
じ
て
こ
の
よ
う
な
道
理
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
い
。
た
だ
彼
ら
に
屈
服
す
る
だ
け
で
あ
る
。
ど
う
し
て
必
勝
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
（
隅
夷
召
命
記
舳
帯
説
「
論
に
曰
く
」
）

『
夷
氣
聞
記
一
巻
五
「
論
に
曰
く
」
の
「
夷
の
長
技
を
師
と
す
」
は
も
と
よ
り
、
「
海
国
四
説
序
」
の
「
中
国
人
が
外
国
の
こ
と
を
述
べ
る
と
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③

き
に
は
」
の
一
句
も
、
魏
源
の
「
西
洋
の
人
を
以
て
西
洋
を
謳
る
」
を
逆
手
に
取
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
二
極
は
、
差

異
が
す
み
ず
み
ま
で
行
き
届
い
た
、
フ
ラ
ッ
ト
で
鳥
網
的
な
世
界
を
前
提
と
す
る
『
海
国
図
志
』
を
念
頭
に
（
『
海
国
図
志
』
の
主
材
料
で
あ
る

『
四
暴
発
撫
は
、
ヒ
ュ
ー
・
マ
レ
ー
（
頴
償
ひ
q
げ
ζ
¢
戦
属
9
《
）
の
世
界
地
理
書
の
漢
訳
で
あ
っ
た
）
、
技
術
（
可
能
性
と
し
て
は
、
さ
ら
に
思
想
・
宗
教
な
ど
ま
で
）

の
他
者
か
ら
の
伝
達
（
「
西
洋
の
人
を
以
て
西
洋
を
謳
」
ら
せ
、
中
国
人
が
「
夷
の
長
技
を
師
と
す
」
る
）
と
い
う
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
、
現
在
の

我
々
に
と
っ
て
は
退
屈
な
観
点
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
こ
れ
は
梁
廷
栴
ら
清
代
の
伝
統
的
知
識
人
の
自
己
認
識
・
世
界
観
と
は
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

っ
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
問
題
は
「
失
体
」
云
々
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
「
海
外
諸
国
の
彊
域
形
勢
・
風
土
人
情
を
つ
ぶ
さ
に
掲

載
し
て
い
る
」
『
海
国
図
志
』
が
提
供
し
て
い
る
の
は
、
「
天
か
ら
視
た
彼
此
の
区
分
の
無
さ
」
で
あ
り
、
「
人
か
ら
見
た
中
外
の
区
分
」
で
は

　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

な
か
っ
た
。
一
方
、
出
廷
栴
が
前
提
と
し
て
い
る
の
は
、
「
天
か
ら
視
た
彼
此
の
区
分
の
無
」
い
世
界
の
中
の
一
中
国
で
は
な
く
、
「
人
か
ら
見

た
中
外
の
区
分
」
、
す
な
わ
ち
絶
対
的
な
主
体
と
し
て
ま
ず
措
提
さ
れ
た
「
私
（
中
国
）
」
と
、
そ
れ
に
遅
れ
て
や
っ
て
く
る
、
あ
い
ま
い
な

「
私
以
外
（
中
国
以
外
）
」
と
の
非
対
称
性
で
あ
る
。
「
中
国
（
私
）
」
と
「
中
国
以
外
（
私
以
外
）
」
と
の
間
に
は
越
え
が
た
い
閾
が
あ
り
、
中
国

人
は
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
「
中
国
」
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
世
界
の
本
質
は
「
中
国
」
の
中
に
す
で
に
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
は

「
中
国
」
か
ら
波
及
し
た
末
に
顕
現
す
る
こ
と
が
あ
る
、
と
軽
重
栴
は
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
西
洋
の
人
を
以
て
西
洋
を
謳

る
」
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
中
国
人
が
外
国
の
こ
と
を
述
べ
る
」
の
で
あ
り
、
「
火
砲
」
「
爽
板
舟
」
「
東
来
の
借
根
法
」
な
ど
「
夷
の
長
技
」

は
、
も
と
も
と
中
国
に
備
わ
っ
て
い
た
も
の
が
広
が
っ
た
の
に
相
違
な
く
、
翻
っ
て
こ
れ
を
己
に
求
め
る
べ
き
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
外
国

か
ら
伝
達
さ
れ
る
こ
と
な
ど
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
海
国
四
説
励
全
編
を
梁
廷
栴
の
著
述
の
意
図
に
沿
っ
て
読
み
解
く
た
め
に

は
、
現
代
の
我
々
の
常
識
と
は
正
反
対
の
、
し
か
し
ま
っ
た
く
対
等
の
価
値
を
持
つ
、
も
う
一
つ
の
認
識
の
仕
方
を
ま
ず
理
解
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
と
な
る
。

89　（89）



㈲
　
「
海
国
四
説
序
」
お
よ
び
各
「
説
」
序

　
警
急
栴
は
、
「
道
光
丙
午
（
一
八
四
六
）
年
正
月
」
と
い
う
日
付
が
入
っ
た

を
あ
ら
か
じ
め
説
明
し
て
い
る
。

『
海
国
解
説
』
全
体
の
序
文
で
、
各
「
説
」
執
筆
の
意
図
と
梗
概

90　（90）

私
は
喪
に
服
し
て
い
る
機
会
に
、
旧
聞
を
探
し
て
、
四
つ
の
論
説
を
作
っ
た
。
ま
ず
キ
リ
ス
ト
教
の
委
曲
を
詳
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
聖
人
の
道
に
よ
っ
て
適

正
化
す
る
。
あ
わ
せ
て
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
彼
ら
の
説
に
考
証
を
加
え
、
そ
の
出
自
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
キ
リ
ス
ト
教
を
仏
教
と
並
存
せ
し
め
る
。
こ

れ
が
「
耶
聖
教
難
入
中
国
説
」
で
あ
る
。
つ
い
で
互
市
諸
国
の
内
、
商
品
・
関
税
の
額
が
大
き
い
と
さ
れ
る
者
を
取
り
上
げ
、
一
貫
し
て
中
国
の
年
号
を
懸

け
つ
つ
、
そ
の
風
土
の
起
滅
の
所
以
を
述
べ
る
。
〔
記
述
の
材
料
は
〕
黒
影
か
ら
当
今
の
賢
人
の
著
作
に
お
よ
び
、
〔
さ
ら
に
〕
彼
ら
自
身
が
説
く
と
こ
ろ
を

交
え
、
荒
麿
無
稽
な
話
は
こ
れ
を
正
し
て
始
末
明
瞭
な
ら
し
め
見
聞
に
資
す
る
。
以
上
が
「
合
豊
国
説
」
と
「
蘭
要
説
説
」
で
あ
る
。
最
後
の
「
搏
道
貢
国

説
漏
は
、
広
東
を
貢
道
と
す
る
者
の
〔
朝
貢
の
〕
年
月
・
貢
物
・
回
番
・
鑓
宴
を
記
し
、
「
厚
往
薄
来
」
の
義
を
關
明
す
る
。
…
…
か
く
し
て
臣
と
称
し
て

貢
物
を
納
め
る
の
は
、
天
朝
の
厚
恩
・
勲
育
の
深
さ
に
由
来
す
る
こ
と
が
瞭
然
と
す
る
。
「
朝
貢
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
よ
く
考
え
て
、
事
な
き
に
安
ん

じ
る
、
一
ま
た
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
聖
学
の
恩
沢
に
浴
し
、
異
域
順
良
の
民
と
な
る
べ
く
励
む
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
わ
が
清
朝
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

教
は
ど
う
し
て
漢
・
車
両
代
に
及
ば
な
い
と
い
え
よ
う
か
。
〔
執
筆
に
際
し
て
〕
私
が
考
え
た
こ
と
は
、
以
上
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

一
連
の
意
図
と
梗
概
を
述
べ
た
後
に
、
わ
ざ
わ
ざ
「
〔
執
筆
に
際
し
て
〕
私
が
考
え
た
こ
と
は
、
以
上
こ
れ
だ
け
で
あ
る
（
匿
匠
之
懐
、
如
是
而

已
）
」
と
付
け
加
え
る
の
は
、
い
か
に
も
思
わ
せ
ぶ
り
で
あ
る
。
四
「
説
」
は
本
当
に
、
ま
ず
「
精
々
教
難
入
中
国
説
」
が
あ
り
、
つ
い
で
互

市
両
国
に
つ
い
て
述
べ
た
「
合
露
国
説
」
と
「
粟
国
偶
説
」
、
そ
し
て
最
後
に
「
舞
道
貢
国
説
」
、
と
い
う
構
成
を
意
図
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
四
」
と
い
う
数
字
を
見
た
時
、
中
国
人
の
読
者
が
最
も
安
定
感
を
感
じ
る
の
は
、
前
二
「
説
」
・
後
図
「
説
」
と
い
う
配
分
で
は
な
い
の
か
。

　
　
簡
海
国
学
説
』
道
光
刊
本
の
序
文
お
よ
び
前
脳
「
説
」
の
序
文
に
は
（
門
派
道
南
国
説
」
に
は
序
文
が
附
さ
れ
て
い
な
い
）
、
そ
れ
ぞ
れ
完
成
時
の
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年
月
日
が
記
さ
れ
て
お
り
、
作
成
の
順
序
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
合
下
国
説
」
（
道
光
二
四
（
…
八
四
四
）
年
八
月
末
日
）
と
「
耶
蘇
教

婿
入
中
国
説
」
（
道
光
二
四
年
　
一
月
一
日
）
が
ま
ず
一
気
に
作
成
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
問
が
あ
り
、
「
爾
需
二
面
」
が
道
光
二
五
年
五
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

（
端
午
）
、
「
海
国
四
語
序
」
が
道
光
二
六
年
正
月
、
と
い
う
前
後
関
係
と
な
っ
て
い
る
。
「
合
王
国
説
」
と
「
蘭
需
論
説
」
は
、
本
来
、
ひ
と

ま
と
ま
り
、
連
続
し
た
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
耶
鯨
油
難
癖
中
国
説
」
と
「
蘭
需
偶
説
」
の
間
の
問
は
、
こ

の
間
に
潮
面
の
『
海
国
図
志
』
を
入
手
し
、
そ
の
中
の
『
照
洲
志
』
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
は
じ
め
て
「
蘭
喬
悪
説
」
の
執
筆
が
可
能

に
な
っ
た
、
と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
先
に
掲
げ
た
「
海
国
四
説
序
」
中
の
門
当
今
の
賢
人
の
著
作
に
お
よ
び
、
門
さ
ら
に
〕
彼
ら
自
身

が
説
く
と
こ
ろ
を
交
え
」
の
一
句
は
、
魏
源
の
『
海
国
図
志
蜘
お
よ
び
『
早
堀
志
』
を
指
し
て
い
る
）
。
「
興
道
貢
国
説
」
は
『
広
東
海
防
彙
覧
騙
『
興
海

関
志
』
を
編
纂
し
た
際
に
収
集
し
た
棺
冊
を
そ
の
ま
ま
引
用
・
配
置
し
た
も
の
な
の
で
（
と
り
わ
け
邑
楽
海
関
志
』
巻
二
～
門
貢
舶
こ
、
巻
二
二

「
貢
舶
二
」
、
巻
二
三
「
瓦
町
三
」
と
内
容
的
に
類
似
し
て
い
る
。
他
の
三
「
説
」
が
と
も
に
「
梁
廷
栴
撰
／
著
」
と
題
署
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
興
道

貢
国
説
」
の
み
は
「
臣
梁
廷
栴
謹
編
」
と
な
っ
て
お
り
、
序
文
が
な
い
た
め
完
成
時
の
年
月
日
も
記
さ
れ
て
い
な
い
）
、
た
い
し
た
手
間
も
必
要
と
せ
ず
、

四
「
説
」
の
構
成
を
明
晰
、
一
貫
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
、
「
爾
嵜
偶
説
」
に
引
き
続
き
編
集
さ
れ
、
最
後
に
配
置
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。　

「
蘭
器
偶
説
」
甘
甘
刊
本
で
は
、
序
文
が
不
自
然
に
中
断
さ
れ
、
道
光
刊
本
で
は
序
文
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
た
年
月
日
と
款
識
（
「
広
東
澄
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

県
訓
導
順
徳
梁
廷
栴
」
）
が
省
か
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
序
文
・
年
月
日
・
款
識
を
持
た
な
い
「
輿
詩
評
国
説
」
の
巻
一
「
退
羅
国
一
」
冒
頭
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

「
謹
案
（
亡
し
ん
で
案
ず
る
に
）
」
（
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
来
「
興
道
貢
国
説
」
全
体
の
序
文
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
内
容
の
も
の
で
あ
る
）
と
同
体
裁
に

揃
え
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
成
豊
刊
本
「
耶
鯨
教
難
入
中
国
説
」
「
合
公
国
説
」
の
序
文
の
年
月
日
・
款
識
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

道
光
刊
本
そ
の
ま
ま
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
『
海
国
憶
説
蜘
成
豊
刊
本
で
は
、
序
文
の
体
裁
に
お
い
て
、
「
耶
鯨
麗
麗
入
中
国
説
」
と
「
合
省
国

説
」
、
「
蘭
岩
偶
説
」
と
「
羅
道
貢
国
説
」
が
そ
れ
ぞ
れ
ペ
ア
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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㈲
「
繭
需
偶
説
」
と
「
鱒
道
貢
国
説
」

92　（92）

　
「
興
道
貢
国
樹
」
は
、
巻
一
「
邊
三
国
二
（
「
謹
案
」
「
入
貢
通
例
」
「
邊
羅
国
一
」
）
、
巻
二
「
逞
羅
国
二
」
、
二
三
「
荷
蘭
国
」
、
巻
四
「
西
洋

諸
国
」
（
「
意
大
里
亜
国
」
「
博
爾
都
鳴
爾
雅
国
」
）
、
巻
五
「
英
吉
利
国
一
」
（
乾
隆
七
年
～
乾
隆
六
〇
年
）
、
巻
六
「
英
吉
利
国
二
」
（
嘉
慶
元
年
～
慕
慶

二
一
年
）
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
巻
　
「
退
羅
国
一
」
冒
頭
の
「
起
案
」
の
一
段
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

わ
が
朝
の
威
徳
は
あ
ま
ね
く
世
界
を
被
い
、
届
か
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
。
ま
ず
朝
鮮
が
率
先
し
て
朝
貢
し
、
そ
の
後
、
琉
球
・
越
南
・
日
本
も
相
継
い
で
朝

貢
し
た
。
み
な
属
国
を
称
し
て
正
朔
を
奉
じ
、
長
き
に
わ
た
っ
て
藩
臣
に
列
し
て
、
方
物
・
貢
期
と
も
に
規
程
通
り
で
あ
る
。
こ
の
他
、
こ
れ
ま
で
中
国
に

通
じ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
西
海
極
僻
の
国
も
、
み
な
帰
服
し
、
先
を
争
っ
て
遠
路
来
朝
し
て
き
た
。
貢
道
は
例
に
な
ら
っ
て
、
海
路
の
遠
近
に
応
じ
て
沿
海

各
省
に
割
り
当
て
ら
れ
、
礼
部
が
管
轄
す
る
。
広
東
か
ら
入
貢
す
る
者
に
は
、
シ
ャ
ム
・
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
タ
リ
ア
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
諸
国

が
あ
り
、
使
節
の
船
が
至
る
と
大
難
が
上
奏
し
、
天
子
の
愈
允
の
旨
を
い
た
だ
く
。
ね
ぎ
ら
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
典
礼
が
あ
り
、
宮
が
伴
挿
す
る
。
回
賜
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し

品
は
多
く
、
貢
物
は
少
な
く
、
恩
を
施
す
こ
と
き
わ
め
て
手
厚
い
。
臣
は
沿
海
地
方
に
育
ち
、
目
に
し
耳
に
し
て
体
に
し
み
こ
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
は
と
て

も
書
き
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
過
去
の
書
籍
に
徴
し
て
み
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
故
実
に
も
、
前
代
（
明
代
）
に
使
者
を
遣
わ
し
て
〔
朝
貢
を
〕
招
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん
そ
く

し
た
の
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
、
「
一
統
無
傷
の
規
扁
と
「
聖
徳
懐
柔
の
遠
」
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
世
々
、
天
子
の
仁
に
浴
し
、

た
め
に
感
激
・
歓
喜
す
る
者
も
、
〔
い
っ
そ
う
の
喜
び
を
表
す
た
め
に
〕
ど
の
よ
う
に
鼓
舞
す
る
か
は
き
っ
と
知
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
蟄
尤
や
鯨
観
の
如
き
者

に
も
、
ま
だ
良
心
が
残
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
何
を
わ
き
ま
え
る
べ
き
か
を
静
思
さ
せ
て
や
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
次
第
で
、
古
い
典
章
に
ま
で
遡
っ

て
調
べ
、
貢
道
を
広
東
に
取
る
諸
国
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
貢
期
・
貢
物
・
斜
里
の
勅
詞
・
数
々
の
回
賜
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
記
し
、
昭
代
同
文
の
盛
ん
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
こ
と
を
広
く
知
ら
し
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。



成豊初年にf夷蝋聞記」と『海国四説オを読む（村尾）

「
海
国
四
乱
序
」
申
の
「
か
く
し
て
臣
と
称
し
て
貢
物
を
納
め
る
の
は
…
」
の
一
文
（
八
六
頁
）
と
同
趣
旨
の
こ
の
一
段
が
、
〔
ア
ヘ
ン
戦
争
を

発
動
し
、
広
州
入
城
を
ね
ら
っ
て
い
る
〕
イ
ギ
リ
ス
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
は
、
「
量
尤
や
鯨
蜆
の
如
き
者
に
も
、
ま
だ
良
心
が
残
っ
て

い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
何
を
わ
き
ま
え
る
べ
き
か
を
静
思
さ
せ
て
や
ろ
う
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
わ
き
ま
え
る
べ
き
は
、
「
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん
そ
く

ま
ね
く
世
界
を
被
う
わ
が
朝
の
威
徳
」
と
〔
省
城
内
の
朝
貢
儀
礼
が
表
象
す
る
〕
天
子
の
＝
三
無
外
の
規
」
「
聖
徳
懐
柔
の
遠
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん
そ
く

し
か
し
逆
に
い
え
ば
、
天
子
の
「
一
統
望
外
の
規
」
「
聖
徳
懐
柔
の
遠
」
を
わ
き
ま
え
ず
広
州
入
城
を
要
求
す
る
イ
ギ
リ
ス
が
、
「
あ
ま
ね
く
世

界
を
被
う
わ
が
朝
の
威
徳
」
、
す
な
わ
ち
清
朝
天
子
の
徳
の
「
光
被
」
（
こ
れ
は
第
二
章
㈲
で
述
べ
た
、
磐
代
中
国
知
識
人
の
認
識
方
法
の
一
表
現
で
あ

る
）
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
、
こ
の
一
文
は
暗
示
し
て
い
る
。
前
三
「
説
」
の
通
例
を
逸
脱
し
て
、
「
説
」
全
体
の
序
文
た
る
べ
き

内
容
を
有
し
た
こ
の
一
段
を
、
序
文
と
し
て
「
辱
道
貢
国
説
」
全
体
の
冒
頭
に
掲
げ
ず
、
こ
と
さ
ら
に
「
謹
案
」
と
し
て
巻
一
「
邊
羅
国
一
」

の
冒
頭
に
配
置
し
た
の
は
、
天
子
の
徳
の
「
光
被
」
が
、
朝
貢
の
意
を
十
全
に
体
し
た
シ
ャ
ム
以
外
の
西
洋
諸
国
、
と
り
わ
け
マ
カ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
⑬

二
i
・
ア
マ
ー
ス
ト
両
使
節
を
派
遣
し
て
「
妄
干
（
分
不
相
応
の
要
求
）
」
を
行
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
れ
は
「
羅
道
貢
国
学
」
巻
五
「
英
吉
利
国
｝
」
、

巻
六
「
英
吉
利
国
二
」
の
主
た
る
内
容
に
ほ
か
な
ら
な
い
）
に
対
し
て
は
不
全
で
あ
る
こ
と
を
読
者
が
読
み
取
る
よ
う
誘
導
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
貿
易
を
国
是
・
生
命
線
と
し
て
、
各
地
域
で
軍
事
紛
争
を
惹
起
し
、
ア
ヘ
ン
戦
争
を
発
動
し
た
イ
ギ
リ
ス
（
こ
れ
は
「
蘭
裾
偶
説
」
の
核
心
で

　
⑭
あ
る
）
に
よ
っ
て
、
世
界
を
「
光
被
」
す
る
と
い
う
天
子
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
揺
ら
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
輿
道
志
国
説
」
の

枠
内
を
越
え
、
同
「
説
」
と
「
蘭
謡
曲
説
」
と
を
対
照
し
て
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
強
く
印
象
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
蘭
喬
偶
説
」
巻
一
は
、
中
国
の
朝
代
と
対
応
さ
せ
つ
つ
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
カ
リ
ギ
ュ
ラ
か
ら
ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
ま
で
の
歴
史
を
た
ど
り
、

巻
二
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
地
理
と
人
口
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
の
属
領
な
ど
に
言
及
す

る
。
築
三
は
、
政
治
組
織
の
大
概
（
「
巴
里
満
評
議
…
貰
［
窪
こ
「
律
好
司
国
。
ロ
ω
の
o
h
ピ
o
a
ω
」
な
ど
、
『
海
国
図
忠
㎞
五
〇
巻
本
中
の
『
四
面
志
騙
を
そ
の
ま

ま
踏
襲
し
た
音
訳
の
羅
列
お
よ
び
そ
の
職
掌
の
簡
単
な
註
解
）
・
軍
隊
・
財
政
・
関
税
に
つ
い
て
記
述
し
た
後
、
「
公
司
（
東
イ
ン
ド
会
社
）
」
の
設
立

と
発
展
、
「
踏
青
（
地
方
貿
易
商
入
）
」
と
の
確
執
、
「
散
局
（
東
イ
ン
ド
会
社
の
申
国
貿
易
独
占
権
の
廃
止
）
」
・
中
歯
貿
易
（
「
入
貢
之
始
末
」
「
兵
船
節
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次
内
擾
之
始
末
」
）
・
軍
事
的
紛
争
（
＝
垂
紀
の
フ
ラ
ン
ス
と
の
抗
争
か
ら
一
九
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
と
の
角
逐
ま
で
）
に
説
き
及
ぶ
。

巻
四
は
、
『
海
国
篤
志
』
五
〇
巻
本
（
と
り
わ
け
巻
四
九
「
夷
情
餌
採
」
）
に
材
料
の
多
く
を
負
っ
た
部
分
で
、
ま
ず
国
家
財
政
が
貿
易
に
依
存
し

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
後
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
経
緯
を
述
べ
（
イ
ン
ド
・
中
国
と
の
貿
易
、
ア
ヘ
ン
栽
培
、
ア
ヘ
ン
密
貿
易
、
紋
銀
の
流
出
、
国
々
徐

の
緻
姻
、
広
州
の
情
報
を
入
手
し
た
ロ
ン
ド
ン
の
動
揺
、
茶
・
大
黄
の
騰
貴
、
ア
ヘ
ン
戦
争
、
五
口
開
港
）
、
そ
の
後
一
転
し
て
首
都
ロ
ン
ド
ン
・
開
墾
の

奨
励
・
諸
河
の
名
称
・
婚
姻
・
兵
制
・
学
制
・
食
事
習
慣
な
ど
の
日
常
生
活
・
風
俗
な
ど
、
百
科
事
典
的
知
識
を
披
露
し
、
最
後
に
按
語
が
添

え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
蘭
嵜
偶
説
」
巻
三
に
は
、
「
里
道
貢
国
説
」
申
の
マ
義
士
ト
ニ
ー
・
ア
マ
ー
ス
ト
両
使
節
派
遣
の
記
事
を
含
ん
だ
、
中
歯
貿
易
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

確
執
・
紛
争
の
一
連
の
記
述
（
「
入
貢
之
始
末
」
「
兵
船
節
次
内
擾
之
始
末
」
）
が
あ
り
、
巻
四
で
は
さ
ら
に
ア
ヘ
ン
密
貿
易
か
ら
ア
ヘ
ン
戦
争
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

口
開
港
に
記
述
が
お
よ
ぶ
た
め
、
「
端
野
寄
居
」
と
「
華
道
貢
国
説
」
を
ペ
ア
に
し
て
読
む
読
者
は
、
前
者
す
な
わ
ち
「
互
市
」
が
い
ち
じ
る

し
く
後
者
、
す
な
わ
ち
「
朝
貢
」
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
べ
き
天
子
の
徳
の
「
光
被
」
を
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
を
印
象
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
梁
廷
栴
の
意
図
が
「
蘭
喬
詳
説
」
と
「
儒
道
貢
国
手
」
の
対
応
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
東
洋
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
彼
の
別
の
著
作
、
『
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

州
中
路
海
防
煙
寺
』
（
紗
本
・
金
一
六
巻
）
に
い
っ
そ
う
明
瞭
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
広
州
中
路
」
と
は
、
広
東
省
全
体
の
海
防
を
東

路
（
恵
州
・
潮
州
）
・
中
路
（
広
州
）
・
駅
路
（
肇
慶
・
高
州
・
雷
州
・
廉
州
・
離
州
）
と
い
う
三
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
か
っ
た
う
ち
の
、
省
全
体
の
海

防
の
要
の
位
置
に
あ
っ
た
中
路
を
指
し
て
い
る
。
同
書
は
、
『
広
東
海
防
匪
覧
』
中
の
関
連
部
分
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
抽
出
し
、
来
尾
に
『
（
道

光
）
広
東
通
志
』
の
一
部
を
加
え
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ
る
。
記
述
内
容
の
明
示
さ
れ
た
下
限
が
道
光
二
三
（
　
八
四
三
）
年
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
入
城
を
急
ぐ
イ
ギ
リ
ス
と
の
軍
事
的
紛
争
に
備
え
る
た
め
に
緊
急
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
広
州
中
路
海
防
輯
要
隔
は
、
巻
＝
二
ま
で
は
「
広
州
中
路
」
の
地
理
的
範
囲
内
に
あ
る
海
防
関
連
の
き
わ
め
て
実
用
的
な
記
事
（
「
険
要
」

「
営
制
」
「
砲
台
」
な
ど
）
を
、
噸
広
東
海
防
匪
覧
』
か
ら
網
羅
的
・
機
械
的
に
抽
出
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
が
、
巻
一
四
以
降
の
三
巻
の
内
容

は
一
転
し
て
別
の
ま
と
ま
り
を
成
し
て
い
る
。
巻
一
四
「
駅
夷
」
は
、
本
来
『
広
東
海
防
匿
覧
㎏
「
駅
夷
」
（
巻
三
六
～
巻
三
八
）
中
に
含
ま
れ
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て
い
た
シ
ャ
ム
な
ど
の
朝
貢
、
来
航
諸
国
の
互
市
な
ど
の
多
彩
な
記
載
を
す
べ
て
切
り
捨
て
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
通
貢
」
（
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
・
ア

マ
ー
ス
ト
両
使
節
、
お
よ
び
乾
隆
六
〇
（
一
七
九
五
）
年
の
「
呈
愚
輩
貢
」
）
の
記
事
で
あ
り
、
巻
一
五
「
事
紀
」
も
『
広
東
海
防
匪
覧
』
「
事
紀
」

（
巻
三
九
～
巻
四
二
）
の
大
部
分
を
占
め
る
明
以
前
の
事
績
と
清
代
の
海
賊
の
記
載
な
ど
は
ひ
と
し
く
顧
み
ず
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
襖
門
・
省
城

の
騒
擾
の
記
述
だ
け
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
｝
方
、
巻
＝
ハ
「
雑
報
」
は
、
『
（
道
光
）
広
東
通
志
』
「
外
蕃
」
　
　
道
光
帝
の
即
位
以
来
、

朝
貢
使
節
が
雲
集
し
、
天
子
の
威
徳
が
及
ば
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
『
（
雍
正
）
広
東
通
志
』
の
例
に
な
ら
っ

　
　
　
　
　
⑬

て
設
け
ら
れ
た
　
　
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
広
州
中
路
海
防
重
要
』
の
編
纂
時
期
は
「
蘭
喬
愚
説
」
の
そ
れ
に
近
く
、
『
広
州
中
路
海
防
輯
要
』
巻
一
四
「
駅
夷
」
・
巻
一
五
「
事
紀
」

と
「
蘭
喬
紫
紺
」
先
生
の
「
入
貢
即
製
宋
」
「
兵
船
節
次
内
面
之
始
末
」
は
、
前
者
が
上
諭
な
ど
か
ら
の
引
用
を
そ
の
ま
ま
羅
列
す
る
と
い
う

『
広
東
海
防
匪
覧
励
の
体
裁
そ
の
ま
ま
に
抜
粋
を
行
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
が
梁
廷
栴
自
身
の
手
に
な
る
叙
述
と
し
て
簡
潔
に
要
約

さ
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
扱
う
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
同
じ
で
あ
る
。
　
方
、
『
広
州
申
路
海
防
盛
況
輪
第
一
六
巻
「
雑
夷
」
は
、

聖
朝
の
声
教
が
遠
く
及
ん
で
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
と
い
う
意
図
を
「
身
道
貢
優
角
」
と
同
じ
く
し
て
い
る
。
『
海
国
四
説
』
に
お
い
て
「
蘭

需
偶
説
」
と
「
輿
道
占
思
掛
」
を
ペ
ア
に
す
る
と
い
う
梁
廷
栴
の
意
図
は
、
作
成
時
期
が
近
接
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
広
州
入
城
に
備
え
る
目
的
で

作
成
さ
れ
た
『
広
州
中
路
海
防
輯
要
』
一
書
中
に
お
け
る
末
尾
三
巻
の
緊
密
な
対
応
（
巻
一
四
「
駅
夷
」
・
一
五
「
軍
紀
」
と
巻
　
六
「
雑
夷
」
）
と

し
て
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

㈲
　
「
耶
麻
教
難
入
中
国
説
」
と
「
合
省
国
説
」

　
「
蘭
喬
偶
説
」
「
鯉
道
貢
国
説
」
に
比
べ
て
、
「
耶
蘇
教
導
入
中
国
説
」
と
「
合
省
国
説
」
の
二
篇
は
、
「
説
」
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容

と
完
備
し
た
序
を
持
っ
て
い
る
。
「
耶
麻
教
再
入
中
国
説
」
は
さ
ら
に
、
巻
に
分
か
っ
て
い
な
い
か
わ
り
に
、
小
見
出
し
が
行
間
に
添
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
大
意
を
取
り
、
そ
の
説
を
紹
介
し
て
か
ら
論
断
を
加
え
る
（
先
心
後
論
）
と
い
う
手
続
き
、
最
後
に
記
述
に
関
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連
す
る
エ
ル
サ
レ
ム
付
近
の
地
図
が
一
枚
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
体
裁
上
の
特
徴
が
あ
る
。

　
「
耶
鯨
教
高
垣
中
国
説
」
の
構
成
と
内
容
は
、
小
見
出
し
を
辿
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
必
ず
「
細
孔
の
道
」
の
化
す
る
と

こ
ろ
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず
富
三
茜
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
起
源
に
遡
り
（
モ
ー
ゼ
・
イ
エ
ス
）
、
聖
書
に

雷
及
し
た
後
、
そ
の
意
図
は
全
世
界
に
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
広
め
る
こ
と
に
あ
り
、
中
国
布
教
は
そ
の
一
環
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
つ
い

で
そ
の
諸
説
の
引
用
に
入
り
（
先
引
）
、
キ
リ
ス
ト
教
の
故
事
（
天
地
創
造
・
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
・
ノ
ア
の
箱
舟
・
モ
ー
ゼ
の
出
エ
ジ
プ
ト
・
イ
ス
ラ
エ
ル

王
国
と
ユ
ダ
王
国
・
イ
エ
ス
の
生
誕
）
・
イ
エ
ス
の
一
生
に
お
け
る
諸
蹟
と
教
説
・
弟
子
た
ち
の
布
教
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
さ
ら
に
復
活
・
審

判
の
説
と
、
中
国
文
献
に
も
と
づ
い
た
「
大
秦
教
」
「
紙
墨
（
波
斯
教
）
」
「
末
尼
（
摩
尼
）
教
」
「
回
回
」
と
キ
リ
ス
ト
教
の
相
互
関
係
の
記
述

が
加
え
ら
れ
る
。
最
後
に
論
断
（
後
論
）
と
し
て
、
復
活
・
審
判
の
説
に
対
す
る
疑
問
と
キ
リ
ス
ト
教
が
中
国
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由

が
列
挙
さ
れ
、
開
關
以
来
六
千
年
間
の
こ
と
を
記
し
た
史
書
が
存
在
す
る
と
い
う
説
（
『
明
史
隔
巻
三
二
六
「
外
国
七
」
）
が
荒
唐
無
稽
で
あ
る
と

主
張
さ
れ
る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
中
国
の
知
識
人
た
ち
が
抱
く
不
安
の
根
源
は
、
「
周
孔
の
道
」
を
「
揺
」
ら
し
「
奪
」
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
「
移
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

し
「
易
」
え
る
こ
と
を
ね
ら
う
布
教
の
決
意
・
熱
意
に
あ
る
、
と
梁
廷
栴
は
述
べ
る
。
そ
れ
は
他
者
か
ら
中
国
へ
の
伝
達
が
自
由
自
在
に
行
な

わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
、
絶
対
的
な
主
体
と
し
て
の
「
中
国
」
と
あ
い
ま
い
な
「
中
国
以
外
」
と
い
う
非
対
称
性
（
第
二
章
㈲
参

照
）
を
突
き
崩
す
も
の
で
あ
り
、
聖
人
が
「
在
宥
」
（
余
計
な
干
渉
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
在
る
者
を
在
る
が
ま
ま
に
在
ら
し
め
、
無
為
に
し
て
徳
化
す

る
）
す
れ
ば
、
民
衆
が
た
だ
ち
に
そ
れ
に
応
ず
る
、
と
い
う
中
国
的
な
教
化
・
徳
化
の
理
念
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
っ
た
。
五
口
通
商
の
後
、
宣

教
師
た
ち
の
信
仰
心
は
ま
す
ま
す
篤
く
、
そ
れ
に
と
も
な
い
布
教
の
意
欲
も
い
や
増
し
、
言
葉
・
文
字
・
禍
福
な
ど
、
人
の
気
を
引
く
あ
ら
ゆ

る
手
立
て
を
尽
く
し
て
入
信
を
誘
っ
て
い
る
。
加
え
て
近
年
、
中
国
書
を
読
む
こ
と
の
で
き
る
者
が
、
聖
書
の
要
旨
を
解
説
し
序
を
付
し
た
も

の
を
印
刷
し
、
省
城
の
商
店
街
に
人
を
派
遣
し
て
、
一
握
一
軒
配
布
さ
せ
て
い
る
。
信
仰
を
勧
め
ん
と
す
る
そ
の
思
い
は
、
仏
教
に
比
し
て
い

っ
そ
う
切
な
る
も
の
が
あ
り
、
切
な
れ
ば
こ
そ
い
っ
そ
う
激
し
く
、
か
く
て
場
所
・
状
況
・
人
を
わ
き
ま
え
ず
、
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
講
じ
て
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一
心
に
入
信
を
誘
う
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
彼
ら
は
ま
ず
言
を
以
っ
て
誘
い
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
利
を
ち
ら
っ
か
せ
、
そ
れ
で
も
効

果
が
な
け
れ
ば
最
後
は
威
を
以
っ
て
脅
迫
す
る
、
と
南
京
条
約
後
に
お
け
る
広
州
紳
士
層
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
危
機
の
由
来
を
式
量
栴

は
説
明
す
る
。

　
し
か
し
、
中
国
人
か
ら
「
尊
老
の
道
」
を
奪
い
去
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
移
し
了
え
る
こ
と
は
絶
対
に
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
仏
教
が
本
来
、

寂
滅
・
清
修
を
宗
旨
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
キ
リ
ス
ト
教
は
祈
薦
・
礼
拝
を
加
え
、
本
来
の
姿
と
は
随
分
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
キ
リ
ス
ト
教
が
い
う
天
国
・
地
獄
は
仏
教
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
人
々
は
、
仏
教
が
す

で
に
中
国
に
入
っ
た
か
ら
に
は
、
津
々
浦
々
に
浸
透
し
、
賢
愚
・
長
幼
を
問
わ
ず
み
な
土
や
木
で
作
っ
た
偶
像
の
前
で
合
掌
礼
拝
し
て
い
る
と

考
え
、
そ
こ
で
至
尊
・
至
大
・
至
正
の
天
を
掲
げ
、
〔
仏
教
と
〕
互
い
に
引
き
立
て
あ
っ
て
そ
の
規
範
を
広
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら

は
自
身
が
習
い
と
す
る
毎
週
の
礼
拝
を
見
慣
れ
て
い
る
の
で
、
仏
教
に
溺
れ
て
い
る
中
国
人
も
当
然
こ
の
よ
う
に
し
て
い
る
に
違
い
な
い
と
考

え
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
浅
薄
さ
、
荒
唐
無
稽
ぶ
り
に
お
い
て
仏
教
・
道
教
と
同
レ
ベ
ル
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
下
の
キ
リ
ス
ト
教
に
、

中
国
人
が
惑
わ
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
。
そ
の
言
葉
が
浅
薄
な
ら
ば
、
人
の
思
索
に
耐
え
ず
、
庸
才
と
い
え
ど
も
異
論
を
さ
し
は
さ
む
だ
ろ
う
。

ま
し
て
や
聡
明
の
士
に
お
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
や
り
方
が
現
実
離
れ
し
て
い
れ
ば
、
人
の
疑
惑
を
誘
う
だ
け
で
、
平
素
、
仏
道
を

説
く
者
で
す
ら
必
ず
や
こ
れ
を
空
文
視
す
る
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ん
や
礼
儀
の
俗
に
お
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
加
え
て
、
そ
の
教
主
の
種
々

の
奇
能
異
蹟
は
千
年
も
の
後
の
伝
聞
に
も
と
っ
く
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
た
と
い
そ
の
個
々
が
で
た
ら
め
で
な
い
と
し
て

も
中
国
の
道
士
の
ま
や
か
し
同
然
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
、
と
梁
廷
栂
は
主
張
す
る
。

　
一
方
、
「
周
孔
の
道
」
は
中
国
人
に
深
く
入
り
込
み
、
確
固
と
し
て
根
付
い
て
い
る
。
唐
・
虞
・
三
代
以
来
、
周
公
・
孔
子
の
道
は
、
天
に

懸
か
る
日
月
、
地
に
流
れ
る
長
江
・
黄
河
の
ご
と
く
、
燦
然
と
輝
い
て
い
る
。
歴
代
の
諸
儒
は
そ
の
流
れ
を
繁
託
し
、
〔
そ
の
う
ち
道
に
つ
い

て
〕
深
く
講
究
し
た
来
た
ち
の
事
績
は
書
籍
に
明
ら
か
で
あ
る
。
お
よ
そ
政
治
と
儀
礼
の
根
本
は
、
み
な
こ
こ
に
由
来
し
て
い
る
。
そ
の
皮
膚

に
行
き
わ
た
り
骨
髄
に
浸
み
込
む
こ
と
は
深
く
か
つ
久
し
く
、
さ
す
れ
ば
こ
の
道
に
い
さ
さ
か
背
く
者
が
日
々
傍
に
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
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揺
さ
ぶ
っ
て
奪
い
去
り
、
〔
別
の
も
の
に
〕
取
り
代
え
る
こ
と
な
ど
絶
対
に
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
道
に
大
き
く
背
い
た
者
に
、
そ

ん
な
こ
と
が
で
き
る
は
ず
も
な
い
、
と
梁
廷
栴
は
断
雷
す
る
。

　
近
年
、
開
港
地
を
広
げ
、
宣
教
師
た
ち
が
危
険
を
も
の
と
も
せ
ず
、
は
る
ば
る
や
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
自
ら
の
福
を
求
め
る
だ
け

な
ら
ば
、
民
に
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。
仏
教
と
並
存
さ
せ
る
の
も
、
ま
た
柔
遠
の
義
を
発
揚
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も

西
洋
人
が
中
国
の
書
籍
を
読
む
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
に
は
、
将
来
必
ず
や
聡
明
の
人
が
翻
然
と
し
て
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
も
の
を
捨
て
去
り
、

戦
国
時
代
の
陳
良
の
よ
う
に
、
発
・
舜
・
禺
・
湯
・
文
・
武
・
周
・
孔
の
道
に
従
お
う
と
考
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
在
は
ま
さ
に
キ
リ
ス
ト

教
が
「
周
孔
の
道
」
の
化
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
一
大
転
機
な
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
そ
の
教
を
中
外
に
あ
ま
ね
く
広
め
ん
と
し
て
い
る
の
は
、
将

来
に
証
明
さ
れ
、
今
そ
の
兆
候
を
示
し
て
い
る
勢
い
が
見
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
、
と
梁
無
智
は
結
論
す
る
。

　
「
周
孔
の
偉
し
が
西
方
を
化
す
る
と
い
う
「
音
聾
教
歯
入
中
国
説
」
の
論
理
（
世
界
の
本
質
は
「
中
国
」
の
中
に
備
わ
り
、
そ
れ
は
「
中
国
一
か
ら

波
及
す
る
。
第
二
章
㈱
参
照
）
と
全
く
同
じ
も
の
が
、
「
耶
鯨
教
難
癖
中
国
説
」
の
次
に
配
置
さ
れ
た
「
合
省
国
宝
」
序
文
末
尾
に
さ
っ
そ
く
現

　
⑳
れ
る
。
同
「
説
」
執
筆
の
主
要
な
材
料
と
な
っ
た
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
（
じ
瓠
盲
昏
O
o
δ
ヨ
弩
u
σ
江
瓢
α
q
B
磐
稗
治
文
・
高
理
文
）
『
磯
馴
寄
合
省
骨
腫
略
』

の
記
述
に
関
す
る
言
及
で
あ
る
。
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あ
る
者
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
酒
洋
は
中
国
か
ら
遠
く
離
れ
て
、
文
化
・
制
度
も
大
い
に
異
な
る
。
と
こ
ろ
が
〔
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
の
『
無
理
寄
合
省
国
志

略
』
で
は
〕
「
省
」
「
府
」
「
州
」
「
県
」
と
い
う
語
を
使
い
、
こ
れ
は
中
国
の
い
い
方
を
模
倣
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
＝
二
省
が
順
に
置
か
れ
は
じ

め
た
の
は
、
同
国
が
入
貢
し
広
州
で
の
貿
易
を
許
さ
れ
る
よ
り
前
の
事
で
あ
り
、
中
国
が
前
代
に
「
道
」
を
「
省
扁
に
改
め
た
こ
と
を
耳
に
し
た
は
ず
も
な

い
。
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
模
倣
し
た
の
か
、
と
。
〔
こ
の
あ
る
者
は
〕
こ
こ
か
ら
ア
メ
リ
カ
人
自
身
が
記
し
た
『
美
理
寄
合
亡
国
志
略
嚇
の
弓
懸
性
を
危

ぶ
む
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
熱
爾
礪
尼
亜
国
」
が
「
合
意
未
祭
亜
」
を
「
省
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
『
皇
朝
職
貢
報
酬
に
記
載
が
あ
る
し
、
他
に
も
「
細

亜
州
扁
に
「
嘉
慶
省
」
「
弗
俗
話
」
、
「
欧
羅
巴
州
」
に
「
嘉
亜
省
」
、
「
利
未
亜
洲
厄
日
多
国
」
に
「
孟
斐
府
」
が
あ
る
こ
と
は
、
南
懐
仁
の
『
坤
輿
外
紀
』



に
見
え
る
。
だ
と
す
れ
ば
「
省
」
「
府
」
「
州
」
「
県
」
と
い
う
呼
称
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

嵜
合
省
国
志
略
』
の
記
述
が
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
噌
美
理

成豊初年に『夷筑聞記』と謬海国四説』を読む（村尾）

こ
の
一
文
は
、
『
美
理
寄
合
韓
国
下
略
』
の
記
述
に
対
す
る
「
あ
る
者
」
の
懐
疑
を
紹
介
し
、
そ
れ
に
対
し
て
思
置
栴
が
答
え
る
、
と
い
う
設

定
に
な
っ
て
い
る
。
や
や
舌
足
ら
ず
に
見
え
る
が
、
梁
廷
栴
が
い
い
た
い
の
は
、
中
国
か
ら
直
接
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

『
皇
朝
職
貢
図
撫
や
『
坤
輿
外
紀
』
中
に
見
え
る
諸
国
を
通
し
て
、
「
省
」
を
最
上
級
と
す
る
中
国
の
行
政
区
分
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
敷
術

さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
合
省
言
説
」
巻
一
で
も
、
中
国
が
「
省
」
に
分
か
っ
て
統
治
し
て
い
る
の
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
知
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

自
ら
の
国
で
も
「
省
」
と
名
づ
け
て
い
る
、
と
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。

　
梁
陸
上
が
「
合
省
国
説
」
の
序
文
に
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
一
段
を
配
し
た
の
は
、
現
在
の
我
々
な
ら
ば
ア
メ
リ
カ
の
近
代
的
教
育
制
度
と
呼
ん
で

し
ま
う
も
の
を
、
中
国
の
科
挙
制
度
が
敷
醸
し
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
た
め
で
あ
る
。
露
国
か
ら
波
及
し
た
「
心
し
「
府
」
「
州
」
「
県
」
と

い
う
行
政
区
分
の
上
に
、
中
国
の
学
校
試
・
科
挙
試
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
る
（
「
郷
学
」
「
野
壷
」
「
一
翼
」
）
。
「
省
学
館
」
の
「
士
子
」
す
な
わ
ち

「
進
士
」
「
挙
人
」
お
よ
び
書
式
を
ま
と
め
て
「
衿
書
」
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
そ
の
「
墨
書
」
た
ち
が
、
独
立
を
勝
ち
取
り
、
法
（
「
立
国
の
規

条
」
）
を
定
め
、
任
期
の
あ
る
大
統
領
舗
度
を
創
設
し
た
、
と
主
張
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
独
立
の
い
き
さ
つ
が
語
ら
れ
る
「
合
下
国
説
」
巻
二
で
は
、
ボ
ス
ト
ン
・
テ
ィ
ー
パ
1
テ
ィ
ー
事
件
と
課
税
の
く
だ
り
ま
で
来
た

と
こ
ろ
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

イ
ギ
リ
ス
国
王
は
、
〔
ア
メ
リ
カ
の
〕
民
衆
が
命
令
に
従
わ
な
い
の
は
、

に
給
し
た
官
印
を
に
わ
か
に
回
収
し
、

「
総
綱
扁
（
国
王
に
任
命
さ
れ
た
各
省
の

　
　
　
⑬

「
督
」
「
撫
」
）

の
責
任
だ
と
激
怒
し
、
前

任
命
し
た
官
僚
組
織
も
解
体
し
よ
う
と
し
た
。
新
大
陸
（
「
新
地
」
）
の
旧
制
と
し
て
、
「
省
学
館
」
出
身
者
（
「
士

子
」
に
は
「
進
士
」
「
挙
人
」
の
二
種
類
が
あ
り
、
と
も
に
「
衿
」
と
い
う
。
こ
の
語
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
し
い
）
お
よ
び
誉
老
を
、
中
国
の
故
事
に
し

99　（99）



た
が
っ
て
「
衿
書
」
と
称
し
た
。
事
あ
る
と
き
は
、
ま
ず
彼
ら
を
集
め
て
公
議
さ
せ
、
そ
の
後
に
窟
が
決
定
し
た
。
門
燈
三
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

諸
省
は
「
衿
書
」
を
す
べ
て
ブ
イ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
集
め
、
戦
争
回
避
の
方
策
を
合
議
し
た
。

（
西
暦
一
七
七
四
年
置
、
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イ
ギ
リ
ス
国
王
（
「
曾
」
）
の
仕
打
ち
に
対
し
て
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
会
議
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
た
こ
の
記
述
中
の
「
新
大
陸
（
「
新

地
」
）
の
旧
制
と
し
て
…
、
そ
の
後
に
官
が
決
定
し
た
」
の
一
段
は
、
『
美
理
寄
合
省
国
二
七
七
海
で
使
用
さ
れ
た
「
衿
書
」
の
語
を
襲
う
に
あ

た
っ
て
、
梁
廷
栴
が
特
に
補
い
説
明
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
「
中
国
の
故
事
に
し
た
が
っ
て
（
輪
中
國
故
事
）
」
と
断
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
ら
、
翻
訳
語
と
し
て
た
ま
た
ま
選
ば
れ
た
と
い
う
以
上
の
意
図
が
こ
の
「
衿
掛
」
の
語
に
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
新
大
陸
（
「
新
地
」
）
の
旧
制
と
し
て
…
」
の
一
文
に
付
さ
れ
た
双
置
注
、
「
「
士
子
」
に
は
「
進
士
」
「
挙
人
」
の
二
種
類
が
あ
り
、
と
も
に

「
衿
」
と
い
う
。
こ
の
語
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
し
い
」
は
、
同
じ
巻
二
の
次
の
記
述
を
指
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
省
学
〔
館
〕
と
大
学
館
を

修
了
し
た
者
た
ち
が
、
中
国
の
挙
人
・
進
士
に
擬
え
ら
れ
て
い
る
。

獲
得
・
育
成
す
る
人
材
は
す
べ
て
「
学
館
」
の
出
身
で
あ
る
。
毎
年
、
郷
・
県
の
学
生
を
集
め
て
試
験
を
実
施
す
る
。
試
験
は
一
回
を
通
例
と
す
る
。
合
格

者
は
「
省
学
〔
館
〕
」
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
合
格
し
な
か
っ
た
者
は
郷
に
帰
っ
て
学
習
し
、
明
年
ふ
た
た
び
受
験
す
る
。
「
省
学
〔
館
〕
」
の
学
習
は
四

年
を
限
度
と
し
、
満
期
修
了
し
た
者
は
中
国
の
「
挙
人
」
に
擬
え
、
「
散
館
」
を
以
っ
て
挙
げ
ら
れ
、
官
と
な
り
師
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は

各
々
そ
の
学
習
内
容
に
し
た
が
っ
て
士
農
工
商
と
な
り
、
終
生
の
生
業
と
す
る
。
「
大
学
館
」
は
「
省
学
〔
館
こ
の
満
期
修
了
者
の
み
が
入
学
す
る
こ
と
が
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で
き
る
。
三
年
間
学
習
し
た
も
の
は
「
進
士
扁
に
擬
え
ら
れ
る
。
〔
す
べ
て
〕
段
階
を
追
っ
て
上
が
り
、
必
ず
ま
ず
「
郷
学
」
か
ら
始
め
る
。

　
ア
メ
リ
カ
独
立
運
動
の
際
の
指
導
層
が
、
中
国
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
紳
士
（
梁
細
結
も
そ
の
一
員
で
あ
る
）
の
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
、

ブ
イ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
会
議
に
続
く
、
『
合
省
国
界
憾
の
以
下
の
建
国
の
記
事
を
、
梁
癌
研
は
非
常
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
記
述
し
た
も
の



と
思
わ
れ
る
。
梁
要
素
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
衿
書
」
が
、
「
立
国
の
規
条
」
を
定
め
、
任
期
の
あ
る
大
統
領
制
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

成豊初年に『夷獄聞記』と『海国四誕を読む（村尾）

ワ
シ
ン
ト
ン
は
た
だ
ち
に
兵
権
を
手
放
し
郷
里
に
帰
っ
た
。
時
に
戦
塵
が
止
ん
だ
直
後
で
、
国
事
は
ま
だ
統
制
が
取
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ほ
ど
な
く
〔
乾

隆
〕
五
三
年
（
西
暦
一
七
八
八
年
）
の
春
か
ら
首
夏
に
か
け
て
（
按
ず
る
に
中
国
の
＝
月
か
ら
＝
一
月
に
か
け
て
）
、
各
省
の
「
衿
書
」
が
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
に
集
ま
っ
て
会
議
を
行
な
い
、
ま
ず
ワ
シ
ン
ト
ン
を
立
て
て
臨
時
の
全
権
統
治
を
委
ね
、
ま
た
全
員
で
「
立
国
の
規
条
」
を
議
定
し
た
。
国
に
施
行

す
る
も
の
を
「
国
例
」
と
い
い
、
諸
省
に
施
行
す
る
も
の
を
「
省
例
」
と
い
い
、
〔
以
下
、
順
次
〕
「
五
輪
」
、
「
州
県
例
」
、
「
司
例
」
と
い
っ
た
。
議
定
後
、

〔「

ﾜ
書
」
た
ち
は
〕
各
自
省
に
帰
っ
て
報
告
を
行
な
い
、
行
き
違
い
が
な
い
よ
う
に
し
た
。
明
年
、
〔
「
軸
重
」
た
ち
は
〕
再
度
集
ま
り
、
以
後
の
常
例
が

こ
こ
に
至
っ
て
よ
う
や
く
永
遠
に
定
め
ら
れ
た
。
国
に
｝
人
の
大
統
領
（
「
統
領
」
）
を
置
き
、
ま
た
一
副
大
統
領
（
「
副
統
領
扁
）
を
設
け
て
輔
佐
を
さ
せ
る
。

〔
大
統
領
に
は
〕
諸
省
の
こ
と
を
総
理
せ
し
め
、
四
年
経
っ
た
ら
別
の
人
物
を
推
挙
し
こ
れ
に
代
え
る
。
こ
れ
を
一
期
目
と
し
て
（
大
統
領
・
副
大
統
領
と

も
に
同
じ
）
、
も
し
人
々
が
〔
一
期
を
終
え
た
大
統
領
に
〕
悦
服
し
、
別
の
人
物
を
考
え
た
く
な
い
と
い
う
場
合
は
、
四
年
の
再
任
を
許
す
。
〔
し
か
し
〕
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

か
な
る
賢
人
も
二
期
八
年
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
ワ
シ
ン
ト
ン
を
正
式
の
初
代
大
統
領
と
し
た
。
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巻
二
の
こ
の
ア
メ
リ
カ
建
国
の
記
述
に
対
応
す
る
の
が
、
「
合
富
国
説
」
序
文
冒
頭
の
一
段
で
あ
る
。
六
合
の
内
外
、
中
国
か
ら
最
果
て
の

地
に
至
る
ま
で
、
｝
人
の
君
主
を
戴
い
て
賞
罰
禁
令
を
統
べ
な
い
者
は
な
い
。
禅
譲
与
奪
の
違
い
は
あ
れ
ど
も
、
君
が
上
に
治
め
民
が
下
に
従

う
と
い
う
の
は
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
だ
け
が
異
な
る
。
「
罵
る
べ
き
は
民
に
非
ず
や
」
と
い
う
『
書
経
』
「
大
層
護
」
の

言
葉
が
偽
り
で
な
い
こ
と
を
こ
れ
で
知
る
の
で
あ
る
、
と
梁
廷
栴
は
い
う
。
（
｝
）
建
国
の
始
め
か
ら
、
一
国
の
賞
罰
禁
令
を
す
べ
て
民
が
決

議
し
、
そ
の
後
に
人
を
選
ん
で
こ
れ
を
守
ら
せ
る
。
ま
ず
「
国
法
」
が
あ
り
、
そ
の
後
に
「
統
領
」
が
く
る
の
で
あ
り
、
そ
の
逆
で
は
な
い
。

「
法
」
と
い
う
の
は
「
民
心
の
公
」
で
あ
る
。
（
二
）
「
統
領
」
は
期
限
を
切
っ
て
代
え
る
。
優
れ
た
「
統
領
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
た
め
に

「
法
」
を
変
え
て
任
を
続
け
さ
せ
る
こ
と
は
し
な
い
。
そ
の
地
位
に
い
す
わ
り
権
力
を
恣
に
し
て
退
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ど

101　（101）



の
よ
う
な
形
で
あ
れ
「
法
」
を
犯
し
て
取
っ
て
代
わ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
の
進
退
は
す
べ
て
「
民
」
に
公
に
さ
れ
、
そ
の
上
で

「
民
」
も
自
ら
の
選
ん
だ
「
統
領
」
の
命
に
し
た
が
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
郷
雲
里
選
」
の
意
を
警
守
し
、
確
か
な
拠
り
ど
こ
ろ
が
な
い
と

思
わ
れ
て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
「
視
聴
、
民
よ
り
す
」
と
い
う
こ
と
を
実
証
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
四
年
と
い
う
限
ら

れ
た
任
期
の
あ
る
「
統
領
」
は
、
党
を
企
て
る
こ
と
も
私
事
を
済
す
こ
と
も
な
く
、
「
法
」
を
遵
守
し
、
四
年
置
間
に
全
力
を
堕
し
て
、
「
民
」

に
良
い
評
判
を
残
す
よ
う
心
が
け
る
だ
け
で
あ
る
。
（
一
5
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
「
開
關
よ
り
未
だ
あ
ら
ざ
る
の
局
」
は
、
「
地
」
「
時
」
「
人
」

と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
し
か
な
い
三
つ
の
偶
然
の
事
情
が
そ
ろ
っ
て
始
め
て
可
能
で
あ
っ
た
。
…
…

　
「
合
某
国
説
」
の
目
的
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
民
主
制
・
大
統
領
制
を
記
述
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
紳
士
と
し
て
の
自
分
を
含

む
中
国
社
会
か
ら
敷
術
し
た
社
会
が
、
リ
ー
ダ
ー
の
公
議
に
よ
っ
て
、
君
主
制
を
否
定
し
て
独
立
し
、
法
を
体
制
の
根
幹
に
据
え
、
指
導
者
を

選
ん
で
任
期
に
し
た
が
っ
て
取
り
代
え
た
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
『
書
経
』
「
大
禺
護
」
の
「
早
る
べ
き
は
民
に
非
ず
や
」
、
そ
し
て
「
郷
挙

里
選
」
の
意
を
持
弔
し
確
か
な
拠
り
ど
こ
ろ
が
な
い
と
思
わ
れ
て
き
た
「
視
聴
、
民
よ
り
す
」
が
、
ア
メ
リ
カ
に
及
ん
で
実
証
さ
れ
た
の
だ
か

ら
、
中
国
社
会
で
も
本
来
そ
れ
が
可
能
な
は
ず
だ
（
「
夷
の
長
技
」
は
、
も
と
も
と
中
国
に
備
わ
っ
て
い
た
も
の
が
広
が
っ
た
の
に
相
違
な
く
、
翻
っ
て

こ
れ
を
己
に
求
め
れ
ば
よ
い
。
第
二
章
㈱
参
照
）
、
と
梁
廷
栴
は
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
し
か
な
い
三
つ
の
偶
然
の
事
情
、

と
い
う
一
文
は
後
付
の
編
晦
に
す
ぎ
な
い
。
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回
　
梁
廷
彬
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
入
城
闘
争
の
「
勝
利
」
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
、
お
そ
ら
く
威
豊
初
年
に
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
夷
講
聞
記
蜘
と

『
海
国
雷
害
幅
は
、
緊
密
に
呼
応
し
完
結
し
た
主
張
を
行
な
っ
て
い
る
。
『
夷
鼠
聞
記
』
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
本
質
は
賢
婦
か
ら
省
城
内
へ
と

向
か
う
「
互
市
」
の
外
国
人
の
空
間
的
移
動
の
プ
ロ
セ
ス
、
す
な
わ
ち
清
朝
政
府
に
よ
っ
て
し
つ
ら
え
ら
れ
た
「
間
」
の
消
滅
の
問
題
で
あ
り
、

溶
出
の
紳
士
た
ち
は
自
衛
を
期
す
と
同
時
に
、
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
天
子
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
守
っ
た
の
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、



成翌初年にζ夷景聞記』と『海国四説』を読む（村尾）

『
海
国
理
説
』
は
、
こ
の
「
問
」
が
消
滅
し
た
と
き
に
生
ず
る
、
紳
士
層
と
天
子
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
死
活
問
題
を
、
紳
士
層
の
側
か
ら
論

じ
て
い
る
。
『
海
国
論
説
晦
は
、
「
耶
鯨
教
難
入
中
国
説
」
と
「
合
強
国
説
」
（
紳
士
の
パ
ー
ト
）
、
「
蘭
需
偶
説
」
と
「
興
道
豊
国
説
」
（
天
子
の

パ
ー
ト
）
が
そ
れ
ぞ
れ
ペ
ア
を
作
り
、
外
国
人
の
省
城
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
常
駐
に
と
も
な
い
活
発
化
し
た
キ
リ
ス
ト
教
布
教
で
危
機
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
（
「
耶
麻
教
難
入
中
国
説
」
）
が
、
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
外
の
土
地
租
借
な
ど
の
た
め
に
保
護
さ
れ
な
い
場

合
、
貿
易
を
国
是
と
し
て
各
地
域
で
軍
事
的
紛
争
を
惹
起
し
ア
ヘ
ン
戦
争
を
発
動
し
た
イ
ギ
リ
ス
（
「
蘭
密
偶
説
」
）
の
広
州
入
城
に
よ
っ
て
、

徳
を
以
っ
て
世
界
を
「
光
被
」
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
る
天
子
（
「
窮
道
号
悪
説
」
）
と
い
う
存
在
そ
の
も
の

を
、
広
州
の
紳
士
た
ち
は
否
定
す
る
か
も
し
れ
な
い
（
「
合
宗
国
説
」
）
、
と
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
孟
母
聞
記
㎞
誤
爆
に
お
い
て
詳
述
さ
れ
た
、
落
城
紳
士
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
地
方
大
官
の
関
与
を
め
ぐ
る
梁
廷
栴
の
記
述
（
第
一
章
㈲
）

は
、
「
事
あ
る
と
き
は
、
ま
ず
彼
ら
（
叢
書
）
を
集
め
て
公
議
さ
せ
、
そ
の
後
に
官
が
決
定
し
た
」
『
海
国
四
説
』
「
合
算
暴
説
」
巻
二
一
の
記

述
（
第
二
章
㈹
）
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
車
輪
栴
の
筆
の
も
と
、
省
城
広
州
の
紳
士
た
ち
と
ア
メ
リ
カ
独
立
の
「
衿
誉
」
は
、
二
重

写
し
に
な
っ
て
い
る
）
。
広
州
入
城
を
ね
ら
う
イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
、
実
際
に
天
子
の
「
光
被
」
の
空
間
を
守
っ
た
省
城
広
州
の
紳
士
た
ち
（
『
夷
筑

聞
記
田
巻
五
）
は
、
同
時
に
、
君
主
制
を
否
定
し
て
独
立
し
、
法
を
体
制
の
根
幹
に
据
え
、
指
導
者
を
選
び
、
任
期
に
し
た
が
っ
て
と
り
か
え

た
「
乱
書
」
（
「
合
三
国
説
」
巻
二
）
た
る
可
能
性
を
排
除
し
な
い
の
で
あ
る
。
事
実
、
道
光
二
七
（
　
八
四
七
）
年
二
月
二
三
日
、
す
な
わ
ち
書

英
が
デ
ー
ビ
ス
に
二
年
後
の
広
州
入
城
を
約
し
た
二
田
後
に
、
「
明
倫
堂
公
議
」
と
し
て
孔
子
廟
に
貼
ら
れ
た
次
の
掲
帖
（
貼
紙
）
中
の
「
中

国
」
「
人
民
」
が
、
素
直
に
「
皇
帝
」
を
上
に
戴
い
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
微
妙
な
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

誉
英
が
河
南
の
珠
江
沿
い
お
よ
び
十
三
行
近
隣
各
街
の
す
べ
て
の
土
地
・
店
舗
を
、
こ
っ
そ
り
と
逆
夷
（
イ
ギ
リ
ス
人
）
に
割
譲
済
み
で
あ
る
、
と
の
話
を

耳
に
し
た
。
ま
だ
告
示
が
貼
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
は
な
い
が
、
も
し
そ
れ
が
本
当
で
あ
れ
ば
、
威
を
失
い
国
を
辱
し
め
る
こ
と
、

こ
れ
よ
り
甚
し
き
も
の
は
な
い
。
も
っ
と
も
か
く
の
如
き
好
手
が
国
を
害
つ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
皇
帝
自
ら
が
滅
亡
を
招
い
た
の
で
あ
り
、
我
ら
人
民
と
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は
全
く
か
か
わ
り
が
な
く
、
ま
た
取
り
合
う
必
要
も
な
い
。
…
…
も
し
（
イ
ギ
リ
ス
人
が
）
占
拠
を
強
行
す
れ
ば
、
我
ら
明
倫
堂
に
公
議
し
て
と
も
に
義
兵

を
挙
げ
、
ま
ず
書
英
を
殺
し
、
つ
い
で
英
逆
を
討
ち
、
以
て
公
憤
を
晴
ら
し
国
〔
威
？
〕
を
伸
べ
ん
。
こ
こ
に
あ
ら
か
じ
め
軽
風
に
通
達
し
、
踊
躍
蜂
起
す

れ
ば
、
中
国
幸
甚
な
り
1
入
民
幸
甚
な
り
1
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①
『
海
国
四
書
』
「
海
国
四
二
序
」
四
頁
。
ち
な
み
に
「
〔
書
名
を
〕
国
記
」
で
は
な

　
く
「
説
」
と
し
て
い
る
の
は
」
と
あ
る
の
は
、
『
海
国
四
説
』
道
光
刊
本
と
同
時

　
期
に
刊
行
さ
れ
た
噸
合
省
国
記
㎞
『
英
吉
利
国
記
㎞
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
も
の

　
と
思
わ
れ
る
。
注
⑦
参
照
。

②
『
夷
獄
聞
記
』
一
七
二
頁
。

③
正
確
に
い
え
ば
、
讐
何
以
切
子
昔
人
海
圃
之
書
、
日
、
彼
指
弾
中
土
之
人
謹
西

　
洋
、
此
則
以
西
洋
人
諏
西
洋
也
」
と
あ
る
『
海
国
図
志
』
序
文
中
の
「
以
中
土
之

　
人
諏
西
洋
」
を
、
梁
廷
構
は
「
以
中
仁
人
述
外
國
」
と
言
い
換
え
た
の
で
あ
る
。

④
清
代
中
国
知
識
人
の
こ
の
よ
う
な
自
己
認
識
・
世
界
観
に
つ
い
て
は
、
古
典
的

　
文
献
と
し
て
以
下
が
あ
る
。
全
漢
昇
「
清
末
的
「
西
字
源
出
中
国
」
説
」
（
欄
嶺
南

　
学
報
』
第
四
巻
第
二
期
一
九
三
五
年
）
。

⑤
『
簿
辮
夷
則
始
末
（
成
豊
朝
）
』
（
中
華
書
局
一
九
七
九
年
）
第
三
冊
一
〇
四
九

　
頁
、
一
〇
五
一
頁
。
兵
部
左
侍
郎
王
茂
蔭
の
こ
の
上
奏
中
の
「
天
か
ら
視
た
彼
此

　
の
区
分
の
無
さ
」
の
一
段
（
一
〇
五
一
頁
）
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
言
及
さ
れ
た

　
「
海
外
諸
国
の
三
業
形
勢
・
風
土
人
情
を
つ
ぶ
さ
に
掲
載
し
て
い
る
」
㎎
海
国
図

　
志
㎞
（
一
〇
四
九
頁
）
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

⑥
『
海
国
四
望
㎞
「
海
国
四
説
序
」
三
～
四
頁
。
『
海
国
四
説
』
に
は
道
光
・
威
豊

　
二
種
類
の
刊
本
が
あ
る
。
黒
門
説
」
序
文
の
款
識
が
た
ん
に
「
広
東
澄
海
県
訓
導

　
順
徳
梁
廷
栴
」
と
あ
れ
ば
道
光
刊
本
、
こ
の
前
に
「
欽
加
内
閣
申
書
衝
扁
が
加
え

　
ら
れ
て
い
れ
ば
成
豊
刊
本
で
あ
る
（
鱗
海
国
四
説
㎞
「
前
言
」
四
頁
、
前
掲
村
尾
進

　
同
論
廷
栴
と
『
海
国
四
説
』
1
魏
源
と
『
海
国
図
志
』
を
意
識
し
な
が
ら
」
　
一

　
六
二
頁
）
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
欄
海
国
四
丁
㎞
、
中
国
国

　
家
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
『
海
国
四
座
㎞
お
よ
び
「
合
鍵
国
際
」
門
嬉
道
貢

　
国
説
」
単
行
本
は
す
べ
て
道
光
刊
本
で
あ
る
。
私
は
成
豊
刊
本
を
見
て
い
な
い
が
、

　
中
華
書
局
本
『
海
国
四
説
』
は
、
四
「
説
」
が
そ
ろ
っ
た
成
豊
刊
本
を
元
に
、

　
「
合
省
国
説
」
と
「
身
道
貢
国
説
」
に
つ
い
て
は
道
光
刊
本
に
差
し
替
え
、
成
豊

　
刊
本
と
の
異
同
を
注
記
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
（
す
な
わ
ち
「
耶
鯨
教
団
入
中
国

　
説
」
成
豊
刊
本
、
「
合
省
国
軍
」
道
光
刊
本
、
「
蘭
嵜
偶
説
」
成
豊
刊
本
、
「
輿
道

　
貢
国
説
」
道
光
刊
本
）
、
実
質
的
に
成
下
刊
本
『
海
国
四
徳
㎞
の
体
裁
・
内
容
を

　
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
。

⑦
梁
廷
栴
に
「
合
豊
国
説
」
と
「
蘭
需
偶
説
」
を
ペ
ア
に
す
る
考
え
が
な
か
っ
た
、

　
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
国
立
圏
会
図
書
館
に
『
英
吉
利
国
記
㎞
と
い
う
不

　
分
巻
五
〇
葉
の
梁
廷
栴
の
著
作
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
蘭
銀
葉
説
」
を
、

　
字
句
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
な
く
、
半
分
近
く
に
ま
で
削
ぎ
落
と
し
て
、
イ

　
ギ
リ
ス
の
貿
易
・
紛
争
を
中
心
と
す
る
記
述
（
前
栽
問
の
貿
易
・
紛
争
に
関
す
る

　
事
情
を
含
む
）
に
絞
り
込
ん
だ
、
単
純
な
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ
る
。
そ
の
序
文

　
に
は
「
道
光
二
十
有
五
年
端
六
梁
廷
上
土
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
道
光
刊
本

　
「
蘭
掃
偶
説
」
の
序
の
「
道
光
二
十
有
五
年
端
五
」
（
前
掲
村
尾
進
「
梁
廷
櫓
と

　
『
海
国
四
説
』
1
魏
源
と
『
海
国
二
二
』
を
意
識
し
な
が
ら
」
　
一
六
一
頁
）
の

　
わ
ず
か
一
日
後
で
あ
る
。
「
蘭
裾
偶
説
」
の
簡
易
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
も
い
う
べ
き
こ

　
の
『
英
吉
利
国
記
騙
が
、
『
合
省
国
記
』
と
い
う
名
の
書
物
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

　
い
た
こ
と
が
、
こ
の
咽
英
吉
利
国
記
㎞
に
書
き
込
ま
れ
た
「
東
軒
逸
人
」
と
い
う

　
人
物
の
識
語
（
民
国
一
～
年
夏
）
か
ら
知
ら
れ
る
（
村
尾
進
「
「
海
国
四
説
㎞
の

　
意
味
」
『
東
洋
史
研
究
㎞
第
五
一
巻
第
管
万
一
九
九
二
年
七
九
頁
、
　
〇
三
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頁
・
註
三
三
）
。
し
た
が
っ
て
「
蘭
書
偶
説
」
と
「
合
薬
国
説
」
を
ペ
ア
に
す
る

　
と
い
う
考
え
が
梁
廷
栴
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
問
題
は
、
そ
れ
で
は
な

　
ぜ
「
合
省
国
軍
」
と
「
蘭
裾
偶
説
」
だ
け
で
は
満
足
せ
ず
、
さ
ら
に
二
「
説
」
を

　
前
後
に
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
ど
う
し
て
欄
英
吉
利
国
記
㎞
『
合
省
国
記
』

　
の
セ
ッ
ト
と
同
時
に
『
海
国
変
説
㎞
を
刊
行
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
す
な
わ

　
ち
四
「
説
」
全
体
と
し
て
何
を
ね
ら
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑧
前
掲
村
尾
進
「
繋
累
構
と
『
海
国
屡
説
』
一
魏
源
と
『
海
国
図
志
』
を
意
識

　
し
な
が
ら
」
一
六
一
頁
。

⑨
『
海
国
四
説
㎞
一
〇
四
頁
・
注
①
。

⑩
『
海
国
四
説
㎞
一
六
四
頁
。

⑪
『
海
国
四
説
』
四
頁
、
五
二
頁
。
前
掲
村
尾
進
「
梁
廷
栴
と
『
海
国
四
説
』

　
…
魏
源
と
欄
海
国
図
志
㎞
を
意
識
し
な
が
ら
」
＝
ハ
一
頁
。

⑫
『
海
国
四
百
』
一
六
四
頁
。

⑬
『
溝
鼠
聞
記
』
四
頁
。

⑭
「
蘭
裾
偶
説
」
の
核
心
が
、
貿
易
こ
そ
が
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
国
家
の
生
命
、
行

　
動
の
基
準
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
が
世
界
諸
地
域
に
お
け
る
積
年
の
紛
争
を

　
惹
起
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
英
吉
利
国
記
』
の
序

　
文
（
「
蘭
器
偶
説
」
道
光
刊
本
の
序
文
を
、
単
純
に
削
り
込
ん
だ
も
の
）
に
明
瞭

　
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
注
⑦
、
前
掲
村
尾
進
「
凹
海
国
補
説
』
の
意
味
」

　
七
九
頁
参
照
。

⑮
『
海
国
四
説
』
一
四
一
～
一
四
六
頁
。

⑯
『
海
国
四
説
』
一
五
一
～
一
五
三
頁
。

⑰
開
広
州
中
路
海
防
輯
要
㎞
に
関
す
る
以
下
の
記
述
は
、
お
お
む
ね
次
の
拙
論
を

　
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
村
尾
進
門
東
洋
文
庫
蔵
『
広
州
中
路
海
防
磁
心
』
を
め

　
ぐ
っ
て
」
（
『
中
国
文
化
研
究
』
第
二
三
号
二
〇
〇
六
年
）
。

⑱
『
（
道
光
）
広
東
通
志
㎞
巻
三
三
〇
「
外
蕃
」
　
「
恭
讃
欽
定
四
庫
全
書
都
玉
麟
廣

　
東
通
志
提
要
、
日
、
新
増
外
蕃
　
門
、
爲
他
志
所
論
見
、
然
興
中
腎
黒
虫
集
、
韓

　
愈
所
謂
東
南
際
天
地
以
萬
二
者
、
莫
不
当
星
戴
斗
、
會
極
朝
宗
、
哀
而
録
之
、
足

　
紅
舌
朝
聲
敏
之
遠
、
亦
逓
漸
騰
邊
防
而
兼
及
海
外
諸
國
之
例
也
、
自
傷
皇
帝
御
極

　
以
來
、
海
景
揚
波
、
梯
航
雲
集
、
無
遠
弗
届
突
、
叢
倣
那
志
之
例
、
備
録
外
蕃
諸

　
傳
、
四
聖
国
史
採
算
」
。

⑲
「
耶
鯨
教
難
入
中
国
説
」
の
主
張
に
関
す
る
以
下
の
記
述
は
、
「
海
国
四
説
序
」

　
（
～
～
四
頁
）
・
「
耶
麻
教
記
入
中
国
説
」
序
（
一
～
四
頁
）
・
小
見
出
し
冒
頭

　
（
四
頁
「
総
論
事
蹟
必
將
爲
聖
道
所
化
、
是
作
誼
之
縁
起
」
）
、
そ
し
て
「
論
断
」

　
（
四
一
～
四
六
頁
）
に
即
し
て
、
ま
と
め
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑳
「
合
省
国
説
」
に
関
す
る
以
下
の
記
述
は
、
本
論
文
の
構
想
に
合
わ
せ
て
、
次

　
の
拙
論
か
ら
摘
録
し
、
ま
と
め
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
掲
村
尾
進
「
『
海
国
四

　
説
㎞
の
意
味
」
八
七
～
九
六
頁
。

⑳
『
海
国
四
説
』
五
二
頁
晶
顧
導
者
謂
、
西
洋
遠
隔
中
夏
、
文
制
鱗
茎
、
今
所
稠

　
省
、
禰
府
・
州
・
縣
、
皆
倣
中
國
、
彼
十
三
昔
歳
肇
次
其
目
論
、
尚
在
入
寮
受
塵

　
之
先
、
於
前
代
改
道
稻
省
之
故
、
未
有
前
聞
、
愚
盲
循
倣
、
繰
是
疑
読
人
所
自
志

　
者
不
盤
足
徴
、
然
而
心
霊
爲
尼
亜
國
善
縁
合
馬
未
祭
亜
三
省
、
皇
朝
職
貢
圖
已
載

　
入
焉
、
他
性
細
亜
種
之
有
嘉
略
省
、
膚
弗
俗
府
、
欧
羅
巴
州
之
有
窮
亜
省
、
利
未

　
亜
洲
厄
日
多
國
之
有
孟
斐
府
、
蛇
見
三
二
仁
坤
輿
外
紀
、
然
則
固
不
自
其
國
始
　
、

　
又
何
不
可
信
之
膚
哉
」
。

⑫
　
『
海
国
四
説
』
六
四
頁
一
「
日
興
省
國
者
、
知
中
國
分
二
士
治
、
故
亦
自
稔
其
國

　
内
所
分
之
地
爲
省
、
前
分
後
合
、
從
質
即
以
合
省
爲
名
」
。

㊧
　
『
海
国
四
説
』
六
八
頁
晶
凡
繋
盲
者
十
二
三
省
、
省
各
有
城
、
人
近
百
萬
、
分

　
設
総
制
官
、
日
督
、
日
撫
、
皆
派
於
英
吉
利
酋
、
各
給
印
璽
之
、
僻
得
以
國
法
治

　
其
衆
」
。

⑭
　
噸
海
国
曲
説
㎞
七
〇
頁
一
「
酋
清
興
不
遵
約
遷
黒
総
制
、
遽
欲
収
前
所
給
印
、
所

　
命
官
亦
解
髄
、
新
地
薔
俗
、
凡
出
自
省
線
館
（
士
子
有
進
士
・
羅
馬
、
皆
稽
日
衿
、

　
語
詳
後
）
及
老
者
、
悔
言
國
故
事
合
構
衿
巻
、
有
事
則
先
導
其
人
湯
田
、
使
會
議

　
聡
警
定
之
、
當
乾
隆
三
十
九
年
（
西
洋
諸
國
千
七
百
七
十
四
年
）
、
諸
車
各
以
其
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衿
脅
威
集
費
拉
地
費
、
會
商
罫
書
策
扁
。

⑳
魍
海
国
四
説
㎞
七
八
頁
晶
所
儲
高
富
才
、
一
出
轟
轟
館
、
歳
集
郷
縣
學
生
而
考

　
試
之
、
試
例
止
　
場
、
取
録
者
得
入
省
學
、
不
脂
取
者
冊
還
其
郷
難
業
、
侯
明
年

　
再
考
、
省
學
課
習
、
限
以
四
年
、
期
浦
視
中
国
華
人
、
夏
野
被
回
国
爲
官
漁
師
、

　
或
各
随
所
学
、
爲
士
農
工
商
、
皆
令
各
終
工
業
、
大
盤
軸
簾
省
學
期
浦
者
得
與
、

　
難
習
三
年
目
視
進
士
、
層
次
葡
升
、
而
必
自
郷
雲
始
」
。

⑯
『
海
国
四
説
』
七
二
頁
　
「
華
盛
頓
随
解
兵
柄
蹄
里
、
其
時
戦
塵
甫
患
、
海
事
荷

　
散
無
統
紀
、
旋
於
五
十
三
年
（
西
洋
諸
圏
千
七
百
八
十
八
年
）
毎
春
迄
首
夏
（
按

　
即
中
國
之
十
一
月
至
十
二
月
也
）
、
集
各
省
衿
書
、
會
議
於
費
拉
地
費
、
先
起
華

　
盛
隠
撮
宜
椹
理
、
相
輪
議
定
立
國
規
條
、
行
於
圏
者
日
町
回
、
行
於
諸
懸
者
日
省

　
例
、
日
府
例
、
日
宇
縣
例
、
日
司
例
、
智
慧
、
伽
各
還
告
其
省
、
使
無
有
参
差
、

　
明
年
再
集
、
而
後
常
例
至
此
乃
永
定
焉
、
通
國
設
一
統
領
、
又
設
一
叢
統
領
爲
之

　
佐
、
使
総
理
各
省
之
事
、
週
四
年
則
別
羅
以
代
之
、
是
爲
　
次
（
正
副
同
）
、
其

　
爲
衆
所
悦
服
不
欲
別
儒
者
、
得
再
留
四
年
、
三
口
不
能
遼
八
年
雨
次
以
外
、
就
以

　
華
盛
頓
即
眞
爲
初
次
統
領
」
。

⑳
　
『
海
国
講
説
㎞
五
〇
～
五
一
頁
。

⑱
　
佐
々
木
正
哉
編
『
鴉
片
戦
争
後
の
中
英
抗
争
資
料
編
稿
㎞
（
近
代
中
国
研
究
委

　
員
会
一
九
六
四
年
）
二
七
九
～
二
曲
○
頁
「
明
倫
堂
公
議
」
晶
今
聞
誉
英
私
將

　
劇
画
海
邊
及
附
近
十
三
行
各
街
土
地
舗
戸
、
均
已
割
興
逆
夷
、
惟
其
未
貼
告
示
、

　
不
知
眞
否
、
如
果
鷹
實
、
失
威
辱
國
、
莫
此
爲
甚
、
但
此
等
好
壷
掘
國
、
乃
皇
帝

　
自
責
其
亡
、
群
議
百
姓
全
無
干
渉
、
不
必
理
及
、
…
…
百
工
強
行
覇
佑
、
我
等
公

　
議
明
倫
堂
、
同
署
義
兵
、
先
殺
楼
観
、
後
刺
英
逆
、
以
洩
公
憤
、
以
申
國

　
〔
威
？
〕
、
弦
預
怖
聞
、
田
沼
謡
講
知
、
踊
躍
畢
事
、
中
口
幸
甚
、
人
民
幸
甚
、

　
丁
箇
年
二
月
廿
一
二
日
」
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
入
城
闘
争
「
勝
利
」
後
の
成
豊
初
年
に
『
夷
第
聞
記
』
と
『
海
国
四
説
』
を
読
む
一
こ
の
こ
と
は
ア
ヘ
ン
戦
争
の
再
解
釈
を
読
者
に
迫
る

と
と
も
に
、
ア
ロ
ー
戦
争
へ
の
視
点
を
も
準
備
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
ア
ロ
ー
戦
争
の
プ
ロ
セ
ス
と
中
国
側
の
意
味
付
け
は
、
「
入
城
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
駐
京
」
「
期
見
」
と
い
う
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
入
城
問
題
の
「
勝
利
」
は
、
葉
名
環
に
対
す
る
成
豊
帝
の
信

頼
と
重
用
、
交
渉
の
唯
一
の
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
の
広
東
欽
差
大
臣
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
、
条
約
改
正
に
か
こ
つ
け
た
イ
ギ
リ
ス
側
の
あ
ら

た
な
広
州
入
城
の
要
求
を
、
渾
名
深
が
拒
否
し
続
け
た
こ
と
か
ら
ア
ロ
ー
戦
争
が
勃
発
し
た
。
北
上
し
た
英
仏
連
合
軍
と
の
第
一
次
天
津
戦
役

と
四
ヶ
国
天
津
条
約
、
お
よ
び
上
海
に
お
け
る
税
則
会
議
の
交
渉
は
、
外
国
使
節
の
北
京
常
駐
を
い
か
に
し
て
阻
止
す
る
か
、
と
い
う
問
題
を

核
心
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
批
准
書
交
換
を
目
的
に
再
北
上
し
た
英
仏
連
合
軍
と
の
第
二
次
天
津
戦
役
後
、
北
京
に
進
軍
す
る
連
合
軍
に
押

し
込
ま
れ
な
が
ら
断
続
的
に
行
な
わ
れ
た
交
渉
は
、
外
国
使
節
が
国
書
を
天
子
に
直
接
手
渡
す
の
を
い
か
に
し
て
圖
避
す
る
か
、
を
焦
点
と
し
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て
い
た
。
清
朝
中
央
が
こ
の
三
つ
の
問
題
に
執
拗
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
平
城
広
州
（
「
入
城
」
）
か
ら
北
京
城
（
「
駐
京
」
）
、
そ
し
て
天
子
の
身

体
そ
の
も
の
（
「
雪
見
」
）
へ
と
向
か
う
「
互
市
」
の
外
国
人
の
空
間
的
移
動
が
、
「
朝
貢
」
の
｝
連
の
プ
ロ
セ
ス
と
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
を
破
壊
し
、

徳
の
「
光
被
」
と
い
う
天
子
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
損
な
う
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
成
豊
麗
の
天
子
と
し
て
の
資
格
に
対
す
る
厳
し
い
視
線
は
、
天
津
条
約
が
締
結
さ
れ
た
直
後
に
上
呈
さ
れ
た
兵
部
左
侍
郎
王
茂
蔭
の
鳥
撃
に

端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
海
外
諸
国
が
日
々
覇
を
競
い
、
人
か
ら
見
れ
ば
中
外
の
区
分
が
あ
る
も
、
天
か
ら
見
れ
ば
彼
此
の
区
別
は
ほ
と
ん

ど
な
い
、
現
在
の
フ
ラ
ッ
ト
な
世
界
に
お
い
て
、
列
聖
の
付
託
の
重
き
を
承
け
中
国
の
主
と
な
っ
た
天
子
が
四
夷
を
賓
服
さ
せ
る
に
は
、
い
っ

そ
う
「
昭
明
の
徳
」
を
盛
ん
に
し
て
根
本
を
固
め
る
必
要
が
あ
る
、
と
王
茂
蔭
が
成
豊
帝
に
迫
っ
た
の
は
、
裏
返
せ
ば
、
外
国
使
節
の
北
京
常

駐
承
認
と
い
う
異
常
事
態
を
念
頭
に
、
徳
の
「
光
被
」
が
遮
ら
れ
て
し
ま
っ
た
天
子
に
存
在
意
義
は
一
体
あ
る
の
か
と
い
う
、
梁
廷
栴
と
全
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

同
質
の
問
い
か
け
〔
省
城
入
城
と
北
京
入
城
と
い
う
レ
ベ
ル
の
差
は
あ
る
も
の
の
〕
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
～
方
、
ア
ロ
ー
戦
争
と
同
時
期
に
展
開
し
て
い
た
国
内
の
民
衆
叛
乱
は
、
天
子
を
め
ぐ
る
清
朝
中
央
の
危
機
感
を
、
さ
ら
に
別
の
角
度
か
ら

増
幅
さ
せ
た
。
尊
名
環
が
入
城
の
要
求
を
拒
否
し
続
け
て
い
た
成
豊
四
（
一
八
五
四
）
年
、
広
州
府
内
に
蔓
延
し
て
い
た
天
地
会
叛
乱
の
指
導

者
は
、
「
華
夷
の
辮
」
を
い
い
立
て
、
天
命
を
享
け
ず
人
心
を
失
っ
て
い
る
「
夷
虜
」
に
代
わ
っ
て
、
天
命
を
享
け
た
漢
人
の
天
子
が
到
来
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
い
る
と
声
高
に
標
榜
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
二
百
年
来
、
清
朝
の
皇
帝
が
天
子
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
大
徳
を
失
っ
た
こ
と
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
、
と
い
う
反
駁
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
華
南
全
域
に
展
開
し
た
太
平
天
国
の
東
王
楊
秀
清
の
著
名
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
「
奉
天
討
胡
の
撤
」

　
　
そ
こ
に
は
「
天
下
は
中
国
・
上
帝
の
天
下
で
あ
り
、
胡
虜
の
天
下
で
は
な
い
」
「
中
国
は
神
州
で
あ
り
、
胡
虜
は
妖
人
で
あ
る
」
な
ど
、

「
華
夷
の
緋
」
が
激
し
く
唱
え
ら
れ
て
い
る
　
　
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
も
反
太
平
天
国
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て
、
お
と
ら
ず
有
名
な
韓
国
藩

の
「
興
匪
を
討
つ
の
激
」
で
は
、
す
で
に
清
朝
の
危
機
よ
り
も
、
「
耶
蘇
・
新
約
の
書
」
が
も
た
ら
し
た
開
關
以
来
の
名
教
の
危
機
の
方
に
、

主
張
の
重
点
が
移
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ア
ロ
ー
戦
争
の
全
プ
ロ
セ
ス
の
核
心
が
、
こ
の
よ
う
な
漢
人
に
顔
を
向
け
た
、
満
人
の
天
子
の
徳
の
「
光
被
」
の
問
題
に
あ
っ
た
（
「
は
じ
め
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に
」
註
⑪
参
照
）
こ
と
は
、
上
海
税
則
会
議
の
際
の
エ
ル
ギ
ン
あ
て
の
照
会
文
で
、
い
っ
た
ん
は
認
め
た
外
国
使
節
の
北
京
常
駐
の
取
り
消
し

を
桂
皮
が
お
ず
お
ず
と
持
ち
出
し
、
「
外
国
使
節
の
北
京
常
駐
は
、
申
国
に
と
っ
て
言
語
に
絶
す
る
ほ
ど
の
諸
々
の
痛
手
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
る
。
要
は
、
現
在
の
危
機
的
か
つ
困
難
な
わ
が
国
の
状
況
（
太
平
天
国
な
ど
の
昆
衆
叛
乱
を
指
す
）
に
お
い
て
、
こ
れ
は
政
府
に
対
す
る
人
民

の
敬
意
の
失
墜
を
も
た
ら
す
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
の
災
難
で
あ
る
か
は
、
貴
殿
に
喋
喋
と
し
て
述
べ
立
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
っ
そ
う
明
ら
か
で
あ
る
。

　
移
動
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
時
、
一
八
○
○
年
前
後
か
ら
【
八
六
〇
年
ま
で
の
半
世
紀
あ
ま
り
（
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
・
ア
マ
ー
ス
ト
両
使
節
団
派

遣
・
二
度
の
忌
門
占
領
事
件
か
ら
北
京
条
約
ま
で
）
は
、
襖
門
か
ら
長
城
広
州
、
長
城
広
州
か
ら
北
京
城
、
天
子
の
身
体
へ
、
と
い
う
「
互
市
」
の

外
国
人
の
空
間
的
移
動
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
清
朝
天
子
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア

ヘ
ン
戦
争
と
ア
ロ
ー
戦
争
は
、
同
質
か
つ
連
続
し
た
一
連
の
出
来
事
に
ほ
か
な
ら
ず
、
さ
ら
に
太
平
天
国
運
動
を
含
め
た
三
者
は
、
い
ず
れ
も

天
子
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
問
題
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た
時
、
「
入
城
」
「
細
面
」
「
期
年
」
に
続
く
、
威
豊
帝
の

「
蒙
塵
」
と
西
太
后
の
「
垂
簾
聴
毛
」
が
、
と
も
に
「
量
見
」
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
、
と
り

わ
け
後
者
に
つ
い
て
、
西
太
后
が
実
権
を
握
っ
た
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
天
子
を
「
不
在
」
と
す
る
こ
と
で
「
観
見
」
自
体
を
不
可
能
と
す
る

こ
と
に
本
来
の
目
的
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
一
度
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
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①
こ
の
三
点
に
沿
っ
て
ア
ロ
ー
戦
争
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
は
、
矢
野
仁
一
『
ア

　
ロ
ー
戦
争
と
円
明
園
－
支
那
外
交
史
と
イ
ギ
リ
ス
そ
の
二
舳
（
中
央
公
論
社

　
一
九
九
〇
年
）
と
茅
海
建
噸
近
代
的
尺
度
－
両
次
鴉
片
戦
争
軍
事
与
外
交
㎞

　
（
上
海
三
聯
出
版
社
一
九
九
八
年
）
が
あ
る
。

②
『
簿
辮
夷
務
始
末
（
成
豊
朝
）
㎞
第
三
冊
一
〇
五
一
頁
。
王
念
望
は
梁
廷
栴
と

　
同
様
、
ア
ロ
ー
戦
争
時
期
の
最
重
要
問
題
は
「
〔
北
京
〕
進
城
」
「
伝
教
」
の
二
事

　
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
『
簿
辮
夷
務
始
末
（
成
三
朝
）
』
第
三
冊
八
四
二
頁
。

　
ま
た
、
本
論
文
第
二
章
・
注
⑤
参
照
。

③
佐
々
木
正
哉
編
『
清
宋
の
秘
密
結
社
資
料
編
㎏
（
近
代
中
国
研
究
員
会
一
九

　
⊥
ハ
七
年
）
　
二
八
頁
「
天
地
A
耳
止
一
極
小
」
。

④
同
上
一
〇
八
頁
「
討
三
合
会
匪
傲
」
。

⑤
O
ミ
ミ
愚
§
織
ミ
§
ミ
§
噌
こ
。
導
鴨
肉
ミ
N
黛
肉
喧
誌
憩
象
帖
ミ
§
し
・
始
§
跳
8

　
G
ミ
鳩
謹
聴
ミ
§
ミ
u
㌧
N
Q
Q
二
曲
N
Q
Q
遷
、
ミ
吻
§
鷺
職
8
導
鳴
ぎ
§
鴨
＆
卜
。
ミ
恥
曾

　
O
o
ミ
§
ミ
ミ
黛
ミ
、
§
禽
§
い
O
詳
伽
O
戸
同
G
Q
紹
魍
P
傘
ピ



pilgrims　and　then　to　uRify　the　result　with　the　analysis　and　the　resu1ts　of

Newett’s　research，　so　that　we　can　approach　a　comprehensive　understanding

of　the　changes　in　the　system　of　the　galleys　for　pilgrimage　and　their　patrons．

　　　Reading　the　Yzlfen　wenji　and　the　Haigtio　sishuo

　　　　in　the　Early　Years　of　the　Reign　of　Xianfeng：

The　Significance　of　the　Migration　of　Westerners　from

　　Macao　to　Guangzhou　after　the　Treaty　of　Nanjing

by

MURAO　Susumu

　　Liang　Tingnan梁廷栴，　who　was　an　inf1uential　Ieader　of　society　in　the

Guangzhou　region　during　the　latter　half　of　the　nineteenth　century，　published

two　works，彫πwenji夷獄聞記（Report　on　the、41諭〆s　Sitaations）and

Haiguo　sishuo海国四面（Four　Discourses　o〃Overseas　Countries），　during　the

early　years　of　the　reign　of　Xianfeng　（in　the　beginning　of　the　1850s）　that　were

timed　to　the　Chinese　success　’of　the　refusai　to　allow　the　British　to　enter　the

city　of　Guangzhou．　With　the　intent　of　criticizing　the　famed　Yisou　ihengygerj’i

夷艘征撫記（Conqtiest　and　Stibmission｛ゾ伽A1痂Fleets＞and　HaigtiO　tti2hi

海国図志（lllustrated　1）escription　o2z　Overseas　Countries）of　Wei　Yuan魏源

he　presented　a　consistent　argument　in聯πwe211’i　and　Haiguo　sishuo．　Ytfen

wenii　argued　the　esseBce　of　the　Opium　War　was　the　process　of　the　spatial

movement　of　foreign　traders　from　Macao　to　Guangzhou，　in　other　words，　the

elimination　of　the　Qing　government　policy　of　keeping　distance　between

Guangzhou　and　Macao．　On　the　other　hand，　llaiguo　sishuo　argued　the　fatal

issues　facing　the　literati　class紳士層and　the　son　of　heaven天子，　which

would　be　caused　by　this　elimination　of　this　distance，　from　the　perspective　of

the　literati．

　　Haiguo　sishuo　was　composed　of　two　paired　sections：　one　is　“Yesujiao

nanru　Zhongguo　shuo”耶鯨教難入中国説（“Why　the　Christianity　Cannot

Enter　China？”）and“Heshengguo　shuo”合省話説（“On　the　United　States”）as

the　section　of　the　Iiterati，　and　the　other　is“Lan　Lun　oushuo”蘭桔｝池心（“On

the　United　I〈：ingdom”and‘‘Yuedao　gongguo　shuo”鱒道面国色（“On　the
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Tributary　States　via　the　Guangzhou　Route”）　as　the　section　of　the　Emperor．

He　pointed　out　that　their　own　identity　as　Chinese　literati　was　threatened　by

Christian　proselytizing　that　accompanied　the　long－term　residence　of　the

foreigners　in　the　Canton　factory　after　the　Opium　War　（as　discussed　in

“Yesujiao　nanru　Zhongguo　shuo”），　and　if　their　own　identity　would　not　be

protected　due　to　the　lease　of　land　outside　the　factory，　and　the　English，　who

invited　military　conflicts　throughout　the　world　by　reason　of　trade　as　a

national　po｝icy　and　instigated　the　Opium　War　（as　discussed　in　“Lan　Lun

oushuo”），　would　eRter　the　city　of　GuaRgzhou，　that　might　cause　the　right

reason　for　the　existence　of　the　son　of　heaven，　as　a　figure　spreading　virtue

over　the　world，　to　be　shaken　（as　discussed　in　“Yuedao　gongguo　shuo”）　and　to

be　denied　by　the　literati　of　Guangzhou　（as　discussed　iR　“Heshenggtto　shuo”）．

　　Liang　Tingnan’s　perspective　was　nothing　other　than　to　iBdicate　that　the

spatial　movement　of　the　foreigners　in　the　Opium　War　and　the　succeeding

Arrow　War，　namely　the　movement　from　Macao　to　Guangzhou　（the　entry　of

foreign　consuls　into　the　city　of　Guangzhou），　from　Guangzhou　to　Beijing

（stationing　of　foreign　ambassadors　in　Beijlng），　and　from　Beijing　to　the　body

of　the　son　of　heaven　（imperial　audiences　with　foreign　ambassadors），　was　a

contlnuous　process　of　the　same　character：　plainly　speaking，　the　violation　of

“tribute”朝貢by“trade”互市，　which　meant　the　crisis　of　identity　of　the　son

of　heaven

　　　　　The　Conscription　Crises　in　Canada　during

　　　　　　　　the　First　and　Second　World　Wars：

The　Experience　of　Total　War　and　Cultural　Minorities

by

TSUDA　E［iroshi

　　Canada　is　known　as　the　first　country　to　officially　adopt　multiculturalism　as

its　national　policy．　This　essay　aims　to　explore　an　aspect　of　the　origin　of

Canadian　multiculturalism　by　tracing　the　debate　on　military　conscription

during　the　First　and　Second　World　Wars．

　　Canada　mobiljzed　630，000　soldiers　during　the　First　World　War　（out　of　the

total　population　of　8　million）　and　720，000　soldlers　during　the　Second　World
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